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薬史学雑誌
14 (2)， 53~66 (1979) 

貝類生薬の本草学的研究(第2報)1)

海蛤・文蛤について2)

浜田普利3) 古賀朋子へ 村上誠態3)

Historical and Herbological Studies on the Molluscan Drugs (2) 1) 

On the “Hai-ge" and “Wen-ge"2) 

Toshiyuki HAMADA3
)， Tomoko KOGAわ andNobuyoshi MURAKAMIわ

海蛤と文蛤は，古く神農本草経に収載され

た動物性生薬であって，以後各時代の本草書

に継続的に収載されてきた.現在，中国およ

び台湾で蛤殻あるいは海蛤として用いられて

いる ものは，多くは海産二枚貝の貝殻である

が，一方，文蛤として用いられる ものには，

植物性生薬の五倍子も含まれている.これら

の貝類生薬である海姶と文蛤について，中国

および日本の文献により，その基源を考察し，

あわせて中国と台湾の市場で入手した生薬に

ついて検討 した.

1)前報，薬史学雑誌， 13 (1)， 1-8 (1978) 

2)日本貝類学会 (大阪， 1979年 1月)にて発表.

1. 名称

海蛤と文蛤は， 神農本草経4)では，中品40，

b， d>あるいは上品4c)に分類され，動物性薬品

の中に収録されている.この 2品はともに，

歴代の本草書では，名医別録6) と本草経集

注円で虫獣部に，新修本草へ大観本草9ω お

よび政和本草10)では虫魚部にあり，さらに本

草網目 11叫においては介部に収載されてきた.

しかるに，薬材学12)ではこの 2品をあわせ

て文蛤を正名とし，海蛤はその別名としてい

る.また中薬志山では，出典は神農本草経の

海蛤と文蛤であるが，両方をあわせて正名を

3)熊本大学薬学部生薬学教室.Depa1.tment 0/ Pha門 nacognos)'，Faculty 0/ Phannaceutical Sciences， 
Kumamoto University. Location: Oehon-machi Kumamoto City. 

4) a)清願観光重構，“神農本草経ヘ巻 3，中品，No. 235， 2365)，人民衛生出版社， 第l版第5次印刷，
1958， p.76. 
b)明銭塘不遠慮復手録，“神農本経 中品，No. 235， 2365)，浪華6林，復刻本，42オ.
c)貌呉普等述，清孫星術等斡，“神農本草経巻 1，上品， No. 127， 1285)，台湾中華書局 12版，
1970， 48オ，ウ.
d)森立之編，“神農本草経巻中，中品， No. 2295)，盛文堂， 1971， 13オ.

5)浜田善利， 薬史学雑誌，12 (2)， 62-69 (1977). 

6)那E奇，謝文全重輯，“重斡名医別録巻 3，虫獣部中品，中国医薬学院中国薬学研究所，1977， p.155. 

7)陶弘景校注，小嶋尚真，森立之ら重斡，岡西為人訂補解題，“本草経集注ぺ巻 6，南大阪印刷センター，
1972， p.109. 

8)岡西為人重輯新修本草巻16，16ウ，学術図書刊行会， 1978， p.95. 

9) a)宋唐慎徴撲，文歳校定，木村康一，吉崎正雄編集，“経史証類大観本草ヘ巻20，13ウ 14オ，広川
書底， 1970， p.466， b) ibid.巻13，47オ， p.381. 

10)宋唐慎徴原著，金張存葱重刊，那碕解題並序，貌徳、文索引刊行，“重修政和経史証類備用本草巻20，
南天書局，1976， p.416. 

11) a)明李時珍撰，“本草網目平装6冊本，巻46，商務印書館， 2版， 1967， 6 (23)， pp. 30~31 ， b) 
ibid.巻39，5 (21)， p.70. 

12)南京薬学院編，“薬材学ヘ勧華文化服務社， p. 1211， fig. 1298. 
13)中国医学科学院薬物研究所等編，“中薬志"，第4冊，人民衛生出版社，第 1版第 1次印刷， 1961， pp. 

138~141 ， Colour Plate 7，五gs.1 ~3. ・
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姶殻とし，現在は文姶と青蛤，それに蜂殻を

あげている.そ してこの中の文蛤の別名とし

て、海蛤がある.

さらに近年出版されている各地方の薬物警

によれば，中薬材手冊140】と北方常用中草薬

手冊15)では蛤殻，別名海蛤殻とし，広西薬用

動物16)では青蛤，別名海蛤，河北中草薬m で

は蛤殻， .5JIJ名海蛤， 文蛤としている. しかし，

中薬大辞典18ω ではまた文蛤を正名としてと

りあげている.こ のように，海蛤および文蛤

とL、う名称は，現在ではかなり混乱して用い

られている.

一方，神農本草経においては，海蛤はー名

魁蛤とい う.しかし名医別録白においては，

海蛤とは別に，魁蛤という名称で 1品目がと

りあげられている.

その他，海蛤については，狗耳蛤，海船，

伏老，廉姶の別名があり，また文蛤について

は，蛤殻，花蛤，黄姶，海蛤殻，白利殻，海

姶，円姶などの別名がある.これらの名称を

出典によ って整理すると， TABLE 1， 11のよ

うになる.

2. 主治

海蛤については，神農本草経で.r放逆上気，

鴨息煩満，胸痛煩熱」と記され， 名医別録で

「療陰疹」が追加されている.さらに，唐本

註110)に 「十二水満急痛，利跨脱大小腸」があ

り，薮権110)(薬性論)の「治水気浮腫，手IJ小

便，治敬逆上気，項下癒痩J，目撃11a)の 「療

日区逆胸脇脹急，腰痛五痔，婦人崩中帯下J，議

柄 110)の 「止消渇潤五臓，治服丹石人有嬉」を

並べた あ と， 李時珍11a)は最終的に「清熱利

湿，化疾飲，消積爽，除血痢，婦人血結胸，

傷寒反汗，播揚中風擁疾」を追加している.

一方，文蛤については，神農本草経では簡

単に 「悪癌蝕五痔」と記されているが，名医

別録で 「放逆胸痔，腰痛脇急，鼠痩大孔出血，

女人崩中漏下」が加わり，李時珍により，

「能止煩渇，利小使，化疾軟堅，治ロ鼻中蝕

府」が追加されている.

現代の文献で，はっきり文姶(= Meretrix) 

TABLE 1 Names of Hai-ge and Wen-ge in 
01d Literatures 

出 典 l海 姶 文 蛤

神農本草経 海蛤，一名魁姶 !文蛤

新修本草 一名犯耳蛤
薬性論90) 一名海扮

図経本草90) 一名伏老

本草綱目 一名花姶

TABLE II Names of Wen-ge in Modern Literatures 

出 典 |正名 | 531] 名

薬材学 文蛤 蛤殻，花蛤，貧姶，海姶

中薬志 姶殻(文姶
海姶殻，自利殻，海蛤

青姶 育姶殻，河姶殻

中薬材手冊 蛤殻 海姶殻，自利殻

北方常用中草薬手冊 蛤殻(文蛤) 海姶殻，蛤卸j殻

内蒙古中草薬問 蛤殻 蛤蜂， 海虫干， 虫手主主

広西薬用動物 育蛤 姶鮒，海姶

中薬大辞典 文蛤 花姶，賞姶，円姶， 自利殻

河北中草薬 姶殻 海姶，文蛤，蛤刺

14) a)“中薬材手冊ヘ香港新文書庖， p. 518， b) ibid. pp. 583~584， fig. 166. 

15)北京部隊后勤部衛生部他合編，“北方常用中草薬手冊"，人民衛生出版社，第 1版第 1次印刷， 1971， p. 
124， fig. 37. 

16)林呂何，“広西薬用動物"，広西人民出版社，第1版第1次印刷， 1976， p. 27， fig. 11. 

17)河北省革命委員会衛生局他，“河北中草薬河北人民出版社， 第l版第l次印刷， 1977， p.979. 
18) a)江蘇新医学院編，“中薬大辞典ヘ上冊，上海人民出版社，第1版第 1次印刷， 1977， p. 495， text-fig.， 

b) ibid. pp. 391~393 

19)内蒙古自治区革命委員会衛生局編， “内蒙古中草薬ヘ 内蒙古自治区人民出版社， 第1版第1次印刷，
1972， p.270. 
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としてあげてある中では，薬材学で功能は

「清熱利湿，化疾軟堅」で，主治は 「治安大逆

端満，痩癌疾核，水気浮腫，小便不利，胸肋

痛，崩帯等症」とあり ，中薬芝、では，文蛤と

青蛤 (=Cyclina)とをあわせての効用として，

「清肺熱，化炭止咳J，主治は 「咳欧気晴，胸

脇満痛，~多不利，略血，撞癒疾核，崩帯等

症」とする. また中薬大辞典では，効用を

「清熱，利湿，化疾軟堅」とし，主治を 「治

口渇煩熱，咳逆胸癖，療痛，疲核，崩漏，痔

凄」として，これに神農本草経，名医別録な

どの出典の主治を付記している.、

3. 形状

海蛤は本草経集注で， r海蛤至滑沢，云従

雁尿中得之，二三十過方為良， 今人多取相措

令磨蕩似之」とあり ，新修本草では， r此物

以細如巨勝潤沢光浄者好，有霞如半杏入者不

入薬用，亦謂為狗耳蛤笛悪不堪也」と説明し

ている.

陳蔵器11ω はこれに付け加えて，r海蛤是海

中燭殻久為風波淘洗自然円此有大小市久遠者

為佳(不必雁腹中出也)Jと述べている. 李時

珍はこれらをうけて，r海蛤即海辺沙泥中得

之，大者如棋子，小者如泊麻粒，黄白色，或

黄赤相雑，蓋非一類，乃諸姶之殻，為海水磐

硝，日久光埜，都無旧質，姶類至多，不能分

別其為何蛤，故通謂之海蛤也」とい う沈存中

の筆談をあげている.

一方，文蛤は，名医別録に「表有文」とあ

り，本草経集注で， r文姶小大而有紫斑，此

既異類市同条，若別之則数多， 今以為附見而

在副品限也，凡有因物如此」としている.ま

た新修本章ではこれに加えて， r文蛤大者円

三寸，小者円五六分，今婦人以置燕脂者，殊

非海蛤之類也」とある.そして李時珍は，r文
姶即今呉人所食花蛤也，其形ー頭小一頭大，

殻有花斑的便是」という.

これら海姶と文蛤の差異について，日華110)

は r，雁食鮮蛤糞出者，有文彩為文蛤，無文彩

為海蛤」とし，陳蔵器110)は「海蛤是海中燭殻，

久在沙泥，風波淘洗，自然円浄無文」また，

「文蛤是未:欄時殻猶有文者」とし， r二物本同

一類」としている. 宗興110) もこれを支持し

ている. 李時珍は釈名で「海始者海中諸姶燭

殻之総称，不専指ー蛤也」といい，文蛤は花

蛤と もいって，r皆以形名也」と述べ， r文姶

自是一種」としている.

そこでこれらをまとめる と，海蛤は海中に

ある諸姶の澗殻之総称 (Figs.1~5) とい うこ

とになり，文蛤は表殻に文様があって一つの

類(Figs.6~8) をさすことになる .

現代の諸文献では，正名としては海蛤とい

う名称はほとんど用いられないが，文姶は使

用されるこ とがある.このような文献に出る

文蛤は Veneridaeマルスダレガイ科の海産二

枚貝である Meretrixmeretrix (LINNE)を

あてるもの12，叫同17)(Figs. 9~ 13)が多く，本

種の貝殻の形状を詳し く説明している.

一方，中薬宏、で文蛤と育蛤をあわせて蛤殻

とよぶように，蛤殻あるいは海蛤殻の中には

青姶が含まれることがある.青蛤は文姶と同

じVeneridaeの海産二枚貝の Cyclinasinen-

sis(GMELlN)である叫16，18.)(Figs. 14~ 16)と

し，古く蛤剛とよばれていたものが育蛤であ

る20.) と考えられている.

これらの図を Figs.1~16 に示す.

4. 棲息地および棲息環境

神農本草経では森立之本4d) にのみ，海蛤

は「生池沢」とあるが，名医別録では海蛤，

文蛤と もに「生東海」とする.さらに，千金

翼方叩および外台秘要22)Vこは，河南道莱州，

密ナli，図経本草加には治州、|という地名がある.

これらの産地を TABLEIIIに示す.

ここに出現する地名は，東海， 登州， 荒川i，

密州， 治州であるが，これらは次の地域であ

る.

20) a)木村康一新註監修，“新註校定国訳本草網目ヘ第11冊，春陽堂，1976， p.96， b)ibid. p.89， c)ibid. 
p.95. 

21)孫思逝，“千金翼方ヘ巻 1，薬出州土第 3，国立中国医薬研究所， 1965， p.5. 
22)王烹，“外台秘要ヘ下，巻31，薬所出州土，国立中国医薬研究所， 1964， p.836. 

(日 )



蛤 海

o 

3s 。
需動 。。

§ ⑧ ⑮  
録る v

4 (l ③ @ 
鍾診

e ③ 2 廷る 1 

選参

蛤 文

。。
6 d 

州

2 文宝
Z 蛤ぞ
タ b
ツ

宇古波平日花
牟云;;?;名蛤
木久

旦 7

自

匂

Figs.1-5: Hai-ge， figs.6-8: Wen-ge in Old Literatures 

注実イ

蛤海 ー-ァむ
イ ~ 

の
J生 ~、

タ v-

すまG 完加比右Z字寄
画 虫告

5 き葺量 ~ミーー

8 

1:大観本草， 2:政和本草， 3:備急本草57" 4:本草網目 580)，5:和漢三才図会2M，

6:本草網目叫に 7:和漢三才図会26b)，8:古方薬品考.

( 56 ) 



9 

10 

13 阻 101 文鎗 〈傍擁銀、芥l!1I・〉

。;

17 

11 1!137 宜鎗(!宮崎将3
MeretrIs: l"Deretri. 1.. 

原、¥よ

~PCJ 49 

16首G

18 

12 主蛤

15 固目文鎗

1.敏合信 ..問実肌1寝

a‘3眠
函11 青崎子 《旬r*科〉
C1clina sii2ensis (Gmelin) 

19 
図 104 1t. (傍禄lI>.芥紳11'肘

Figs.9-16: Wen-ge， figs.17-19: Qing-ge in Modern Chinese Literatures 

9.10 :中薬志， ll:北方常用中草薬手冊， 12:中薬大辞典， 13・南海海洋薬用生物山，

14:麗文蛤，南海海洋薬用生物，15:我国的貝類'4"16・中国薬物標本図影間 17・

中薬志，18・広商薬用動物，19:南海海洋楽用生物.

( 57 ) 



TABLE III Habitats of Hai-ge and Wen-ge 

出 典 海 姶 文 蛤

神農本草経(森立之本) 生池沢

名医別録 生東海 生東海

千金翼方 河南道来:Hi，密)+[ 河南道莱川{

外台秘要 河南道莱州，蜜州 河南道莱川

図経本草 生東海今登莱治州皆有之 生東海今姶j十l皆有之

1前例 出~Hi

本草網目 海辺泥中得之

中国薬学大辞典 其殻経海水磐璃或漂 産暖地浅海沙中23bl

至海辺多集於沙土中23a>

TABLE IV Producing area of Wen-ge and Qing-ge 

出 典 |名称 | 産 地

薬材学 l文蛤 |我国沿岸各省均産.

以江蘇，南通，啓東，広東陽江，電白，漸江為主.

中薬志 文 蛤 |我国沿海地区，北自遼寧，南至海南島等.

広東陽[L電白，海南島，山東焔台，青島，福建，江蘇等.

青蛤 我国沿海地区，北至遼寧，南至海南島等.

江蘇南通，啓東，海門，漸江寧波，奉化，象山，山東畑台，労山，福建甫

悶，平津，長楽等.

広西薬用動物 青蛤 我国沿海各地出産.

我国従遼寧到海南島等地沿海.

中薬大辞典 文姶 生活干浅海泥沙中.

~Jt国沿海的均有分布，広東，山東，福建，江蘇等地.

東海:山東省，江蘇省付近の沿岸.

登州:山東省牟平県，山東半島の北岸.

莱州:山東省，山東半島から黄河河口に至

る聞の，1勃海湾に面した地方.

密州:山東省諸城県，山東半島南部の黄海

沿岸.

治州、|・ 河北省南部の滑海湾沿岸.

また，現在 Me7-etrixをあてる文蛤，およ

びCyclinaとする青蛤については，産地もか

なり詳しくあげられている.それらをTABLE

IVに示す.

古文献の東海以下の各地は，現代の産地に

包含されており，また後で述べるように

Meretrixおよび Cyclinaの分布からみても，

文姶と青蛤の産地 としては，何ら問題はない

と思われる.

また棲息環境としては，海蛤は本草網目で

海辺泥中とするが，中国薬学大辞典で海辺に

散在する打上げ、の貝殻として説明し，文蛤は

同書で浅海沙中としている.これらも また，

Meretrixおよび Cyclinaの棲息環境として

矛盾するものではない.

ただ森立之本神農本草経のみが「生池沢」

とある.池沢は本来は淡水を意味する もので

あり，歴代の中国の文献には，この語はない

ので，森立之の主張するところは不明である.

5. 日本の文献における海蛤と文給

海姶と文蛤に日本ではどのような和名をあ

ててきたかをみると，次のようになる.まず

海蛤は，本草和名240)で「字牟岐乃加比J，多

23) a)“中国薬学大辞典ヘ下，医薬衛生出版社，1970， p. 995， b) ibid.上， p.217. 

24) a)深江輔仁J“本草和名下巻， 14オ，新刊多識編，文化書房， 1973， p.332， b) ibid. 14ウ， p.333. 
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識編25)で「宇美加比j，1五伊志加伊」とし，

また，和漢三才図会260)では「うむきのかひj，

「字無木乃加比」とし， 1古者呼蛤日字無木言

蛤之殻也」と註記している.しかし，貝原益

軒は大和本草27)で，海蛤を説明して， 1凡蛤ノ

種類甚多シ，不可挙記，スベテ海蛤 ト云，淡

莱鮒西施舌虫宇馬万貝子朗光蛤鮪~~見海月海扇潮

吹貝白貝大貝石ワリ貝波遊アサリ貝等皆蛤ノ

類ナ リ，地ニヨリ異品アリ，其中ニテ胞蛤却j

州西施舌文蛤嘱規等ハ上品ナリ，其余ハ多ハ

下品ナリ，伊勢ノ桑名，武州江戸其他処々ノ

海ニ多シ」と説明しているし，また小野蘭山

は本草網目啓蒙280)で，1海辺ノサレタノレカヒ

ガラ.姶ハ形円ニシテ両殻相合ハマグリ類ノ

総名ナリ，コノ条ノ海蛤ハ一物ヲ指サズ，海

辺諸蛤風濡ニ打磨セラレシ燭殻ナリ 」といっ

て，ともに海蛤は特定の種類を指すものとは

していない.

そこで，古文献のウムキノカヒ，ウミカイ，

コ‘イシカイをどう解釈するかをみると，ウム

キノカヒ t主ウムキまTこは.ウムギとも L、L、， ウ

ムキ (ウ ムギ)は海蛤，白蛤と書いてノ、マ グ

リ類の貝290) あるいはハマグリの古称30)とす

る. しかし海姶本来の内容からすれば，ウム

キは金丸31)が指摘したように，1海蛤ウムキは

ウミカヒのつづまり Um(i)k(a)iで海産貝類

の汎称」とみる方が内容によく合致する.ま

たウ ミカイ は海貝29的と書いて海産の貝，コー

イシカイは碁石貝と書きチョウセンハマグり

のこと 29c)とする.

文姶については，本草和名川〉で 「以多也加

比j，多識編25) で「末多良加比」とする.和

漢三才図会26的で 「はまくやり ，和名波万久里，

古云字牟木」とし，1按文蛤在海浜而形似粟故

俗名浜栗大小不一大者円三寸小者五六分灰白

色有紫黒文市如花鮮明故日文日花文有純褐色

者名油貝又有純白無文者名耳白貝此二種者少

百中一二有」と説明している.貝原益軒は大

和本草に文蛤をあげていないが，小野蘭山は

本草綱目啓蒙280)で，文姶はハマグリ，マダラ

ガヒとし貝殻の色彩，斑紋の変異によりキ

ハマグリ，アプラガヒなどの名をあげている.

海姶および‘文姶にあてた和名を TABLEV お

よび VIに示す.

次に現代の文献では，海蛤については，国

訳本草網目の旧註2仙で木村(重)は 「はまぐ

りノ如キ海産二枚貝ノ殻 ノ総称ト見ノレヲ至当

トス」と記し，新註20b)で木島は「現在海姶は

文姶の別名である」としている.新訂和漢

薬32a)では，本草和名，多識編などからひいた

和名と，基本として Meretrixをあげる.ま

た意、釈神農本草経330)では，中薬志にもとづい

て，文蛤(M.meretrix LINNE)と育蛤(Cycli二

nα sinensis GMELIN)をあわせて蛤殻とし，

神農本草経の海姶はこれに入るとしている.

一方，文蛤については，国訳本草網目の旧

TABLE V Names of Hai-ge in Japanese Literatures 

出典

本草和名

多識編

和漢三才図会

異名

魁蛤， 犯耳蛤

犯耳姶

和名

字牟岐乃加比

宇美加伊，五伊志加伊

うむきのかひ，字無木乃加上七

25)林羅山，“多識編巻 4，27ウ，新刊多識編，文化書房， 1973， p.220. 
26)ι)寺島良安，“和漢三才図会巻47，介貝部，中外出版社，1901，第2冊， p.701， b) ibid. p.697. 

27)貝原益軒，“大和本草巻14，介類，江戸岡田屋嘉七他， 1709， 30オ.
28) a)小野蘭山，杉本つとむ編著，“本草綱目啓蒙巻42，13オ，早稲田大学出版部， 1974， p. 671， b) ibid. 

巻35，12オ~13 ウ， pp. 542~543 . 

29) a)日本大辞典刊行会，“日本国語大辞典"，第3巻，小学館， 1973， p.37， b) ibid. p.30， c) ibid.第7

巻， 1974， p.392. 
30)新村出，“広辞苑ぺ岩波書庖，第 l版第5次印刷， 1958， p.205 
31)金丸但馬， VENUS， II (4)， 189~190 (1931). 

32) a)赤松金芳，“新訂和漢薬ヘ 医歯薬出版， 1970， p.968， b) ibid. p.969 

33)ι)浜田善利，小曽戸丈夫，“意釈神農本草経ヘ築地書館，1976， p.311， b) ibid. p.312. 
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TABLE VI Names of Wen-ge in Japanese Literatures 

出 典

本草和名

多識編

異 名

蛤

花蛤

以多也加比

末多良加比

手口 名

庖関備用和名本草34) 花蛤 イタヤガ ヒ，マ夕、ラガヒ，ハマクリ

来日漢三才図会
用薬須知35a)

花 蛤 はまぐり，波万久里，字牟木，浜粟，油貝，耳白貝

ノ、マグリ

本草綱目啓蒙 ハマグリ，マダ、ラガヒ，キハマグリ(黄姶)，アフラガヒ(ピンツケ

ガヒ，紫海姶)，耳黒，耳白，ワケピ(宮津ハマ グリ)，小ノ、マグリ ，

(小ピトハマグリ)，ウスハマグリ ，ヒメハマグリ，ハタビ，ワタリ

ハマグリ

古方薬品考加 花蛤 |ハマグリ

註200で，木村(重)は M.lus01-iaをあげ，和

名は書いていない.そして「文蛤ハ日本ノは

まくやりニ似ル，殻表ニ電光形ノ美ナル模様ア

リ，他二三種ヲ産ス」とする.新註20c) で木

島は，中薬志と薬材学により ，文蛤と青姶を

あげ，その補註仙〉で上野は1"M. meretrix L. 

の貝は沖縄，フィリピンに分布する種で，中

国産のハマ グリは M.lusoriaRoo，である」

と追記している.新訂和漢薬32b) では，やは

り本草和名の古名をあげ，基本は Meretrix

sp. の肉とし，ハマ グリλ;[.meretrix L. (= 

M.lusoria Roo.)をあげている また意釈神

農本草経叫〉では，文蛤は海蛤とともに，蛤

殻として説明している

要するに現代の日本では，中薬志等に従っ

て，海蛤と文姶をあわせて蛤殻とする説をと

っている.また，漢方を語る座談会37>で，清

水， 土田らが文蛤をとりあげたときは，文蛤

は客から注文があった時とりょせるくらいで，

膏薬なと.入れた蛤貝を潰せばよいとL、う程度

にして話がすすめられた.

6. 現生種について

(1) Meretrix(Veneridae) 

Meretrix LAMARCK， 1799ハマ グリ属38a，

39ωは，波部によれば，アジアに次の 5種が分

布する.

λf. meretrix (LINN AEUS， 1758) (= Ven us 

meretrix LINNAEUS， 1758)タイワンハマグ

リ400，41)，文蛤420，430，44)(pl. 1， fig. 1)は，沖縄

および台湾以南の西太平洋に分布 し，潮間帯

から水深 20mくらいの砂泥底に棲息する.

M. lusoria (RODING， 1798) (= Venus luso-

ria RODING， 1798; Cytherea lusoria So. 

WERBY，1851; ]¥，1. meretrix lusoria(RoDING， 
1798))ハマ グリ 450，46a， 470，山麗文蛤420，43b) 

(pl. 1， fig. 2)は，北海道南部から本州，四国，

九州、1，台湾，朝鮮半島，中国に分布し，内湾

34)向井元71，難波恒雄編集，“庖厨備用和名本草ヘ 巻 9，16ウ， 漢方文献刊行会， 1978， p. 158. 
35) a)松岡玄達，難波恒雄編集，“用薬須知ぺ巻 4，19ウ，漢方文献刊行会，1972， p.186， b) ibid.用薬

須長日後編， 巻 3，22ウ， p.394 

36)内藤蕉図，“古方薬品考"巻 5，24オ，燦原， 1974， p.417 

37)清水藤太郎他， 漢方と漢薬，6 (8)， 47 (1939). 
38) a)波部忠重，“日本産軟体動物分類学二枚貝綱掘足綱ヘ 図鑑のJヒ隆舘，1977， pp. 272~273， p1. 56， figs. 

6~7， b) ibid. p.273， p1. 56， fig.8 

39) a)肥後俊一，“日本列島周辺海産貝類総目録ヘ長崎県生物学会，1973， p. 356， b) ibid. p. 358. 

40) a)渡部忠重，小菅貞男，“原色世界貝類図鑑， II，熱帯太平洋編保育社，初版，1966， p1. 64， fig. 3， 
p. 163， b) i bid. p1. 64，五g目 1，p.163. 

41)箆問時夫，“続世界の貝北隆舘，初版， 1964， p1.64， fig.11， p.77 

42) a)庄啓謙，“海洋科学集刊ぺ第5集，中国科学院海洋研究所， 1964， p.74， b) ibid. p.75 

43) a)中国科学院南海海洋研究所海洋生物研究室，“南海海洋薬用生物ヘ科学出版社，第l版第 1次印刷，
1978， pp. 65~66 ， fig. 101， b) ibid. p. 66， fig. 102， c) ibid. pp. 66~67 ， fig. 103， d) ibid. pp. 67 ~68 ， fig. 104. 

44)張要，斉鍾彦，“我国的貝類"，科学出版社，第1版第 1次印刷，1975， pp. 69~70. 
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の潮間帯から水深 20mの砂泥底に棲息する.

M. lamarckii DESHA YES， 1853490>チョウ

センハマグ ド叫46b，川 斧文姶42b，43c> (pl. 1， 

五g.3)は，本州の房総半島以南から，四国，

九州，沖縄，さらに台湾，朝鮮半島，中国に

かけて分布 し，潮間帯下から水深 20mの外

洋に面する砂底に棲息する.

λ1. petechialis LAMARCK， 181849的 、ンナノ、

マグ リ47c，48丸山 (pl.1， fig. 4)は，朝鮮半島西

岸から中国沿岸に分布し，潮間帯から水深

20mの砂泥底に棲息する.

M.lyrata (SOWERBY， 1851)49c> (=Cythe-

rea lyrata SOWERBY， 1851)ミスハマグリ 40b，

51，52> (pl. 1， fig. 5)は，台湾，フィリピンなど

の東南アジアに分布するもので，潮間帯から

水深 20mの砂泥底に棲息する.

Meretrix spp. を pl.1， figs. 1 ~5 に示す.

(2) Cytherea(Veneridae) 

Cytherea DESHA YES， 1850オキシジミ属

38b，39b>は，波部によれば，アジアに次の 1種

が分布する.

C. sinensis (GMELIN， 1791) (= Venus si-

nensis GMELIN， 1791; Artemis orientalis 

SOWERBY，1855; A. chinensis REEVE，1850) 

オキシジ ミ45c，46c， 47d， 48ぺ 青蛤43d>(pl. 1， fig. 

6)は，本州の房総半島以南，四国，九州から，

台湾，朝鮮，中国，東南アジアの西太平洋に

分布し，潮間帯から水深 20mの泥底に棲息

する.

Cytherea sinensis(GMELIN)を pl.1， fig. 6 

に示す.

7. 中国市場品について

海蛤，海蛤殻，蛤殻，文蛤という名称で，

1978年に台湾と中国の市場で次の生薬を入手

した.これを TABLEVII に示す.

基源については 1海蛤 3海蛤 4海蛤，

5姶殻は，標本と比較して明らかに M.me-

retnxおよび C.sinensisである. 2海姶殻

は資料が少なくて，外観だけで確認するこ と

TABLE VII Material on the Chinese Market in 1978 

及。 |名称 | 入手先 |入手年月日| 基 源 |形状
1 海 蛤 台北市生元薬行 1978. 5.15 j¥;f. l11el'e tl-ix 全 形

2 海蛤殻 広州市街康薬材庖 1978.11. 9 M. lamarckii ? 破 砕

3 海 蛤 南昌市長春薬庖 1978.11. 7 c. sInensis 全 形

4 海 姶 上海市東方中薬庖 1978.10.30 C. sinensis 破 砕

5 姶殻 上海市勤松参薬広 1978.10.30 C. sine 1lsis 舷 砕

6 文蛤 上海市東方中薬庖 1978.10.30 五倍子(角倍) 破 砕

7 文 蛤 南昌市長春薬庖 1978.11. 7 五倍子(角倍) 全 形

8 文蛤 広州市街康薬材庖 1978.11. 9 五倍子(角倍) 全 形

9 文蛤 台北市生元薬行 1978. 5.15 五倍子(妊倍) 全 形

45) a)生物学御研究所，“相模湾産貝類ぺ丸善，1971， pl. 94， figs. 3~6 ， pp. 647~648， (和文)，p. 419 
(英文)，b)ibid. pl. 93， fig. 1， p. 648(和文)，pp. 419~420(英文)， c) ibid. pl. 91， fig目 6，p. 652 (和文)，pp. 

422~423 (英文). 

46) a)岡田要他監修，“新日本動物図鑑ヘ中，北隆舘，初版， 1965， p. 267， b)ibid. p. 268， c)ibid. p. 269. 

47) a)奥谷喬司，渡部忠霊，“貝 II"，学研中高生図鑑 8，学習研究社，初版， 1975， pp. 126， 249， b) ibid. 

pp.126， 233， c)ibid. pp.126， 219， d)ibid. pp.127， 192. 

48) a)柳鍾生，“原色韓国貝類図鑑ヘ一志社， 1976， pl. 30，五g.9，p. 130， b) ibid. pl. 30， figs. 10~ 12， p. 130， 
c) ibid. pl. 31， figs. 3~5 ， p.132. 

49)ι)Sowerby，“Conchologia IconicaヘCytherea，London， 1864， pl. III， b) ibid. pl. II， c) ibid. pl. IV. 

50)庄啓謙は，中国近海簾蛤科的研究仰において， Dautzenberg and Fischer(1905)とPrashad(1932)の意

見と同じく ，M. petechialisは M.押leretrzxと同種としてい る.これに従えば，M. meretrix( =M. 
petechialis)、ンナハマ グリとなる.

51)黒田徳米， "A Catalogue of Molluscan Shells from Taiwan(Formosa)ヘ1941，pl. VII(V]， figs. 79~ 

80， No. 1327， p. 164. 

52)はじめ黒田印によって命名された ミスハマ グリと40b)のミスハマ グリ は別種といわれる.

( 61 ) 



Plate 1 Meretrix and Cyclilla 

1: M. mel"et1'Ix(台湾，台北市)， 2念:λMよJルu“so仰1"1匂t

6 

(A:本少列州汎11凡{七， 1:房存総，九十九里浜産 B:九州， 天草，高浜産，C: 九州1，対島，上県
産)， 4: M.petechialis (韓国， 木浦産)， 5・ M.lyrata(インドネシア産)， 6: C. 

Sl11ellSlS 九州有明海産). 
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Plate II Hai-ge and Wen-ge in Chinese Market 
1 :海蛤(台北市)， 2:海蛤殻 (広州市)，3:海蛤(南昌市)， 4:海姶(上海市)， 

5: 姶殻(上海市)， 6: 文蛤(と海市)， 7; 文蛤(南昌市)， 8・文蛤(広州市)， 

9:文蛤(台北市). 
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は困難であるが M.lamarckiiに最も類似し

ている.また 3海蛤は殻が焼かれて黒変して

お り， 殻皮は残っていない.そして白色粉末

(海蛤粉) と同ーの引出しに入れてあった.

1- 5が貝類生薬であるのに対して，6- 9 

は文蛤の名で五倍子をあつかっていた.これ

らの市場品を PlateIIに示す.

なお薬用が目的ではないが，広東省広州市

で‘行なわれた1978年駄の中国出口商品交易会

の糠油食品館において，南海諸島水海産品の

展示叫に文蛤が出品されていた.従って文姶

は，貿易品としても大量に産出しているわけ

である.

8. その他の種類について

文姶については，これまで、に述べた Mere-

trixおよび Cyclinaの他に，次のよ うな海

産の貝類があげられている.

和漢薬名泉54)では，チョウセンハマグリ，

ハマ グリ， オキシジミの他に，中国での基本種

は Veneridaeマルス夕、、レガイ科の(1)Coda-

kia仇 terrupta(LAMARCK) (= C payteno-
rum (IREDALE， 1937); Lucina interntpta 

REEVE， 1850 non LAMARCK， 1818)ウラツキ

ガイであるとし，その他に類縁生薬および類

縁動物として，同じ Veneridaeの Callista

マツヤマワスレガイ属，Dosinia， Gom.phina 

フキア ゲ‘アサリ属および Mercenariα ピノス

ガイ属の4属で，次の各種をあげている.

(2) Callista brevisiphonata CARPENTER 

(= C. (Ezocallista) brevisiphonata (CARP-

ENTER，1855))ェゾワスレガイ， (3) C. lila-

cina LAMARCK ( = C. (Costacallista) erycina 

(LINNAEUS， 1758); Cytherea lilacina LA-

MARCK， 1818)フジイロハマグリ， (4) C. 

pecがca DILLWYN (=C. (s.s.) chine1山:s

(HOLTEN， 1803); Venus pacポcaDILLWYN， 

1817)マツヤマワスレ， (5) Dosinia(Phaco・

soma) japonica (REEVE) (= Phacosoma ja-

ponicum (REEVE， 1850)) カガミガイ， (6) 

Gomphina aequilatera (SOWERBY) (=G. 

(Macridiscus) aequilatera(SoWERBY， 1邸2))

オキアサリ ，(7) G. melanaegis ROMER (= 

G. (M)m.elanaegis ROMER，1861)コタマガ

イ， (8) Mercenaria stimpsoni(GouLD) ビ

ノスカ'イ .

詳解古方薬品考叩では，タイワンハマグリ ，

オキシジミ，ハマグリ，チョウセンハマグリ

の他に，和漢薬名集の (2)ェゾワスレガイ，

(3) フジイロハマグ リ， (4) マツヤマワスレ，

(5)カガミガイ， (6) オキアサリおよび(7)

コタマガイの 6穫をあげ， 日本産ではこれら

を用いることがある としている.

新訂和漢薬3'b) では，本草和名などの和名

をそのままあてはめて，Veneridaeの， (9) 

Tapes (Amygdala) japonicusDESH. (=Ru-

ditapes 1りhilippinarum(ADAMSet REEVE， 

1853))アサリと， Pectinidaeイタヤガイ科の

(10)Pecten laquaestus SAW. (=P. (Notovo-

la) albicans (SCHROTER， 1802))イタヤガイを

あげている.

一方中国では，広西薬用動物山において，

青蛤の他に， Veneridaeの (5)Dosinia ja-

ponica REEVE 日本鏡蛤 (=Phacosomaja・

ponicum (REEVE， 1850)カガミガイ)， (6) 

Gomphina aequilatera SOWERBY等辺浅姶

(オキアサリ)，(11) Gそ斤ariumdivarica-

tum CHEMNITZ岐脊加夫姶をあげている.

次に淡水産貝類も用いられており ，内蒙古

中草薬山では，蛤殻は別名姶蜂，海虫干，蜂殻

として，r本品為軟体動物河蜂的貝殻」と説明

している. また中薬志出〉では，蛤殻の最後

に虫干殻を収録して， Unionida巴イシガイ科の，

(12) Lamprotula leai“GRA y" GRIFFITH 

et PIDGEON背癒麗蜂 (ホ ソガマノセガイ)

と (13)L.fibrosa HEUDE J頁癌麗虫干の名をあ

げている.

9. 文蛤 (=五倍子)について

五倍子を文蛤とよぶのは，その出典は開宝

53)浜田善利，ち りぼたん(日本貝類学会)，10 (6)， 165-166 (1979). 
54)木村康一， 木島正夫，丹信実，和漢薬名乗，広川書庖， 1946， pp. 164~ 165. 
55)内藤蕉園，難波恒雄解説， “詳解古方薬品考ヘ「古方薬品考」刊行会，1969， pp. 189~190 
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TABLE vnr Names of Wen-ge meaning 
Wu-bei-zi 

出 典 l正名 }]IJ 名

大観本草加 |五倍子 |文蛤， 百虫倉

本草網目 lld) 五倍子 |文蛤，百虫倉

中薬材手冊14b) 五倍子|文蛤

中薬大辞典山 i五倍子 l文蛤，百虫倉，木附子

用薬須知32b) 文蛤 |五倍子，海姶

本草網目啓蒙28b)1五倍子 |文姶，川文蛤

本草lld，18的とされ， TABLE VIIIに示すよう

な名称がある.

なお，国訳本草綱目の新註56)で，木島は文

蛤という名称について， 現在中国市場で文蛤

と称するものはハマ グリの貝殻であると記し

ている.しかし，1978年，台湾および中国の

数カ所で，文蛤の名で入手したものは，すべ

て五倍子であった.従って，現在も中国の市

場では，五倍子を文姶とよ んでいる所がある

ことが確認できた.

10. 考察

神農本草経以来，歴代の本草書に収載され

てきた海蛤と文蛤は，本来は別の種類の貝殻

をさしていた.即ち，海蛤は海辺にうちあげ

れらた種々の貝殻の総称であり ，文蛤は Me-

retrixの貝と考えられた.特に海蛤について

は，古文献に「以細如巨勝潤沢光浄者好」お

よび「大者如棋子，小者如油麻粒」などとあ

るところをみると，1燭殻」の正体は，和漢三

才図会の海蛤の図に示すよ うな，完全な外形

を保ったままの貝類の死殻とするよりも，貝

殻が海岸で風波に砕かれて細片となり，それ

が磨耗して細粒状になったものと考えるのが

適当である.そ うなると，海蛤で貝の種類を

規定することは事実上不可能であり，海岸に

堆積する貝砂を海蛤としたと思われる.

現在では，文献および中国市場品よりみて，

海蛤と文姶は同一にあっかわれ，蛤殻または

海姶の名称で，文蛤の貝殻が用いられている.

また，宋の嘉裕本草から収載された蛤剛は，

青蛤 Cyclinasil1ensis(GMELIN)とされ，青

蛤も文蛤とともに，姶殻という生薬名で用い

られている.

一方，文蛤とい う生薬名で中国市場にある

ものは，五倍子であった.従ってこの名称は

五倍子に対して，現在も用いられているわけ

である.
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Summary 

“Hai-ge"海蛤 and“Wen-ge"文蛤 were

first described in “Shen Nung Ben Cao Jing" 

神民本草経 as the remedies for coughs， 

asthema， gastric pain and feverish cold. 

For a long time， these drugs had been 

treated as the shells of bivalves. Especially， 

"Hai-ge" had many kinds of bivalves which 

shells were exposed in the sun and sea 

water on the coast for many days. On the 

contrary，“Wen-ge" was thought to be a 

kind of shells having some marks on the 

surface of them. 

In these days， these drugs are treated 

di任erentlyfrom the old usage， ie.“Ge-ke" 

蛤殻 isthe formal name for these two kinds. 

of the drugs. Though "Wen-ge" is now 

used，“Hai-ge" is the synonym of “Ge-ke" 

or "Wen-ge" in the modern literatures. 

“Ge-ke" or“Wen-ge" are consisted of 

the shells of Meretrix meretrix (LINNE) 

56)木村康一新註監修，“新註校定国訳本草網目ぺ第10冊， 春陽堂，1976， p.112 
57)王継先等，“紹興校定経史証類備急本草ぺ画巻 5，虫魚部，春陽堂， 1933. 
58) a)明李時珍撰， “本草綱目平装6冊本，図巻下，商務印書館 2版， 1967，第 1冊， 4， p. 65， b) ibid_ 

p.66. 
59)中国医薬研究所，“中国薬物標本図影世界書局 3版， 1935， p. 228. 
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and Cyclina sinensis (GMELlN)， Veneridae. 

The shells of C. sinensis (GMELlN) is called 

"Qing-ge"青蛤 insteadof“Ge-li"姶醐 ln

old literatures. These living bivalves are 

distributed along the sea coast of China， 

from Liaoning遼寧 toHainandao海南島

and near Formosa. 

“Kui-ge"魁蛤 wasalso described at first 

as the synonym of “Hai-ge" in “Shen 

Nung Ben Cao Jing". But this name is now 

treated as the di妊erentspecies from Mel-e-

trix or Cyclina and used as the synonym 

af“Wa-leng-zi"瓦拐子 or“Han"蛸 con-

sisted of the shells of some species belon・

ging to Arca， Arcidae. 

Some samples obtained from Shanghai 

上海， Nanchang南昌 andGuangzhou広州

( 66 ) 

in China， and Taibei台北 inFormosa are 

the shells of two kinds of bivalves. One 

is the shells of M. meretrix (LINNE) and 

another one is the shells of C. sinensis 

(GMELlN). They are used as the whole 

shells or crushed ones or powder of them. 

On the other hand，“Wen-ge" sold in 

market in China and Formosa are not 

shells but “Wu-bei-zi" 五倍子. Samples 

from Shang-hai， Nanchang and Taibei are 

“Jiao-bei"角倍 andthe one from Guang-

zhou is“Du-bei"祉倍.

As the result of this study， we confirmed 

that the shells of Meretrix and Cyclina 

are now used as“Ge-ke"， but “Wen-ge" 

is the name of “Wu-bei-zi" in Chinese 

market. 
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日本薬局方に於ける製剤の定義とその方法論

一一散剤関連製剤に対する定義の試み一一

金庭延慶，川島寿子*

Definition and its Methodology of PharmaceuticaI 

Preparations in Japanese Pharmacopoeia. 

一一一Definitionfor Powders and its related Preparations. 

Nobuyoshi KANENIW A， Hisako KA W ASHIMA * 

はじめに

1886年初版日本薬局方が制定され， 90年が

経過して1976年第9改正日本薬局方が公布さ

れた. 日本薬局方の製剤総則では一貫して製

剤を剤形別に定義してアイウエオ順に記載し

ている.だが調剤指針や多くの薬剤学関係の

教科書にはこの分類はなく，散剤，細粒剤，

穎粒剤，丸剤，錠剤， トローチ剤，カフ。セル

剤，液剤，軟膏およびその類似製剤，注射剤

等の配列が主である.しかし最近は固形製剤，

半固形製剤，液状製剤等の物理化学でいう物

質の状態による分類もなされるようになって

きた.これは製剤の研究が，物理化学的方法

によってなされてきた以上，製剤の物理化学

的性状によって分類した方が理解されやすい

ので当然、のなりゆきともいえよう.古くは薬

剤，製剤の分類は基源や含有有効成分を考慮、

した製法からの分類や，適用方法，適用部位

を考慮した使用上からの分類も大きな役割を

はたしていたように思われる.

製剤の分類がその物理化学的性状を基礎に

本昭和大学薬学部東京都品川区旗の台 1-5-8.

して，製法や適用方法をも考慮 してな される

以上，各論としての剤形の定義もまた，製法

や，適用方法をも考慮して物理化学的性状を

基礎になされることが望ましい.先づ散剤お

よびその関連製剤を中心に検討することにす

る.

1 日本薬局方に於ける散剤関連製剤定義の

変遷

1) 日局 11)， 22
)， 33

) (明治19，23， 39年)

:定義のない時代.

明治13年 (1880年)日本薬局方制定の方針

が決定され，オランダ薬局方を手本に明治19

年 (1886年)初版が公布された.初版収載468

品目中散剤は沸騰散をはじめ7品目，第2版

445品目中6品目， 第 3版703品目中9品目が

収載されたが，散剤としての一般的定義はな

い.第3版からはドイツ薬局方に範を取るこ

とになるが，後に散剤の定義に深いかかわり

を持つ粉末度が凡例に規定されたのみで、あっ

た.ただしこれは生薬と製剤の原薬に適用さ

れるための規定で、あったという.

School of Pharmaceutical Sciences Showa University. Hatanodai 1-5-8， Shinagawa-ku， Tokyo， 
142 Japan 

1)日本薬局方忠愛社明治19年8月6日(1886年).
2)下山11慎一郎著，日本薬局方註解，明治37年5月 (1卯4年). 
3)飯高，青木編纂改正増補日本薬局方備考第31版，朝呑屋書庖，明治43年12月15日 (1910年). 
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2) 日局 4ペ55) (大正 9，昭和7年):各

条中に設定された時代.

日局4より散剤の定義が各条中に収載され

た.すなわち「一種若クハ数種ノ薬物ヲ研磨

シ均等ノ粉末トナシ製シタルモノナリ」と明

文化された.大正9年 (1920年)のことであ

る.昭和7年 (1932年)公布の第 5改正日本

薬局方では「二種以上ノ薬品ヲ研磨シ均等ノ

粉末トナシ製シタルモノナリ」を散剤とし，

薬品単味のものは粉末薬 Medicamenta pul-

verataと呼び「薬品ヲ細末，中末又ハ粗末ト

ナシタルモノナリ」と定義した.散剤には粒

度の規定はない.この粒度は粉末度として切

度をも含めて規定された.粉末薬といっても

医薬品各条にこの名称が使われたのはアヘン

末，柑皮末，精製ゴア末の 3種にとどま った

(ただし試薬には若干の末と呼ばれるものが

あった). しかし昭和22年 (1947年)1月27日

の追補ではビタミン Bl末，強ビタミン Bl末，

ビタミンC末が追加された.

3) 日局 6白(昭和26年):製剤総則が設け

られた時代.

第 2次大戦後アメリカ占領下にあって日本

の諸制度はかわった. 日本薬局方もドイツ流

からアメリカ流にかわることになった. 日局

6には製剤総則が設けられ，各条中に入って

いた製剤の定義は整理されて，剤形に関する

詳細な規定が設けられた.製剤に用いられる

賦形剤，結合剤，滑沢剤，着色剤等自由に選

択できる許容範囲規定が設けられた.ここで

の散剤 Pulverescompositiは 12種以上の薬

品を研和し，均等の粉末としたものであるJ，

また粉末薬は 11種の薬品を徴末，細末，中

末文は粗末としたものである」と定義された.

ただし 日局 5に登場した ビタミン末などは多

く倍散形式になるので各条ではビタミン散と

改められ，散剤中に含まれることになった.

しかし 1種だけのものと 2種以上を混和した

ものとは明瞭に区別される規定となっている.

この意味の粉末薬は生薬の一部に生薬に含め

て粉末としたものに関する規定ができたが，

化学薬品では特に粉末としたものに対する規

定はなくなった.即ち粉末薬は粉末の生薬の

みに適用されるものとなった.

4) 日局 77)， 88
)， 99

) (昭和36，46， 51年)

:粉末性製剤の多様化時代.

散剤には処方築により臨機に作られるもの

と，公定書収載の複方散剤があるが，この規

定では単味の薬品を調剤したものは散剤とは

いえなくなり， 日局6の散剤の定義では調剤

上の不都合が生じた. 1種の薬品も調剤すれ

ば散剤であるという観点から粉末薬と散剤と

を区別しないで，日局 7では散剤 Pulveresを

11種の医薬品の粉末または 2種以上の医薬

品の粉末を均等に混和した製剤で、ある」と定

義した.これによって粉末薬なるものは局方

から削除された.また調剤で、よく使われる日

局 1より収載されてきた「白糖に精油で芳香

を付した」池糖剤 Oleosaαharaがあったが，

散剤の規定(製法)で処理できるものである

として削除された.日局 6では粉末薬と称す

るものが生薬の粉末のものに限られてしまっ

たので， 日局 7からは新しく生薬総則が設け

られ，医薬品各条に生薬末が独立することに

なった.生薬総則では生薬を全形生薬，切断

生薬，粉末生薬の 3種に分け，生薬といえば

全形生薬，切断生薬をいうが，切断生薬とい

うのは医薬品各条にはない.医薬品各条に登

場した粉末生薬は生薬総則で、 F粉末生薬は全

形または切断生薬を粗末，中末，細末，徴末

としたものである」と日局 6の粉末薬の定義

がそのまま生きる形となった.こ の場合アヘ

ン末，ジギタリス末は製剤総則中の散剤の規

定に入るべき場合も多いと考えら料る. しか

4)第4改正日本薬局方朝陽会，大正10年5月18日再版発行 (1921年). 
5)第5改正日本薬局方，同追補，清水藤太郎編著，注解第5改正日本薬局方 南山堂 (1932年)• 
6)第6改正日本薬局方註解南江堂昭和27年4月15日発行 (1952年)ー
7)第7改正日本薬局方第l部解説書，同第2部解説書，広川書庖 (1961). 
8)第8改正日本薬局方第1部解説書，同第2部解説書，広川書信 (1971). 
9)第9改正日本薬局方解説書，広川書庖 (1976).

( 68 ) 



し臼局 7では粉末生薬すなわち アヘン末は

Pulvis Opii，ジギタ リス末は DigitalisPul-

verataとな ってアヘン末のみ生薬から削除さ

れ，散剤中に組み入れられた.ここで重要な

ことは粉末生薬を別品 目とした理由で、ある.

そのおもなものは次の通りであるとされてい

る.

(1)原生薬(全形または切断生薬)とは形

状を全く異にする.性状の項の記載が別にな

り，しかもその判定過程は原生薬とは全然ち

がう (2)成分含量，特に精油の含量規定は

別にすべきである. (3)純度試験に於ける異

物の種類は，原生薬とはま ったくちがってく

る.したがって原生薬の異物の許容規定とは

別にすべきである

このことは粉末生薬が品質管理上全形生薬，

切断生薬とは全 く異なったものになっている

と解釈される.ここに粉末薬および粉末生薬

の数を表に示す.(表 1)

次に散剤関連製剤についてであるが，日局

6から 7に移るころにな って，各種の新薬の

中に頼粒状のものが市販されることが多くな

った.これはかさばった薬品や味の悪い薬品

を服用しやすくし，また一定量を合匙で量り

得る利点があった.日局7からは製剤として

穎粒剤 Granulaf医薬品または医薬品の混合

物を粒状としたものである.本剤の粒子は，

通例， 12~60メッシュで，なるべく粒子の大

きさのそろったものとし.80メッシュのふる

いを通過するものは全量の 5%以下とする」

を収載し，粒度の規定も含まれた.散剤には

粒度の規定はなかった.日局 8になると穎粒

剤の定義はそのままであったが，散剤は fl

種の医薬品の粉末，または 2種以上の医薬品

を混和して均等の粉末または細粒状とした製

剤である.本剤は，42号 (350μ)ふるいを通

過する」となって穎粒剤と同様，粒度の規定

が加えられた.しかし頼粒剤のこの定義に相

当するものは，逃飛性，混合性等に難点があ

ること と造粒技術の進歩などによって 日局規

定の頼粒より 小さい細粒状のも のが多数市販

されるようになり名称もまちまちだった.こ

の混乱を さけるため日局 9では細粒剤 Gra-

nula subtilaeを 「医薬品を細粒状に製したも

のである」と定義して新設した.これにより

散剤は fl種の，または 2種以上の医薬品を

均等に混和した粉末状の製剤であるJ.また

頼粒剤は「医薬品を粒状に製したもので，な

るべく 粒子の大きさのそろったものとする」

といずれの定義からも粒度規定は削除され，

別にそれぞれに粒度の規定が設けられるよう

になった.さらに頼粒剤，細粒剤には“粒度

の試験"の項が設けられ詳細に粒径範囲が規

定された.それらを表および図で示せば表 2.

図 1の如 くである.参考までにふるい番号，

呼び寸法，メッシュの関係を表 3に示す.
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図 1 JPVIIへ-JPIXにおける散剤，細粒剤，頼粒剤の粒度変遷
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表 1 日本薬局方における粉末薬の変遷

局方版数 1 i. 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7-1 I 7-2 Iか1I 8-2 I 9-1 I 9-2 
骨炭末 O l? O 
精製ゴア末 O O O 
阿片末(アヘン末) O O O 
柑皮末(カン皮末) O O 
ビタミン Bl末 O 
強ビタミン Bl末 O 
ビタミンC末 O 
(粉末生薬数) 40 17 38 13 41 

(重湯末) (0) (0) 

(複方牛酪乳末) (0) (0) 

表 2 日本薬局方における散剤関連製剤jの変遷

公布年月日 生薬総則 製剤(総則)

明治19年6月25日 初版 油糖(剤)

オラン夕、式

明治24年 5月20日 第2版 油糖剤

オランダ式

明治39年 7月2日 第3版粉末度 泊糖剤

ドイツ式

大正9年12月15日 第4版粉末度 散剤(粉末)

ドイツ式 泊糖剤

昭和7年 6月25日 第 5版粉末度 散剤(粉末 2種以上)

ドイツ式 粉末薬(1種，細 ・中 ・粗末)

油糖剤

昭和26年 5月1日 第 6版粉末度 散剤(粉末 2種以上)

アメリカ式 粉末薬(1種，徴 ・細 ・中 ・粗末)

油糖剤

昭和36年2月1日 第 7版粉末度 全形切断生薬 散剤(粉末)

アメリカ式 粉末生薬 穎粒剤(粒状)

昭和46年4月1日 第 8版粉末度 全形生薬 散剤(粉末又は細粒状)

アメリカ式 切断生薬 頼粒剤(粒状)

粉末生薬

昭和51年4月20日 第 9版粉末度 全形生薬 散剤(粉末状)

アメリカ式 切断生薬 細粒剤(細粒状)

粉末生薬 穎粒剤(粒状)

さらに頼粒剤では bioavailabilityをも考慮

する形で“粒度の試験で、得た12号 (1410μ)お

よび32号 (500μ)ふるい上の残留物を混ぜ合

わせたもの"に対して崩壊試験*が適用され

ることが要求されている.細粒剤や散剤には

この規定はない.

医薬品の切度および粉末度・そこで，

で切度および粉末度の呼称の変遷 (図 2)並

びに飾の名称と番号(表 4)をみることにす

る.

化学物質としての原薬がもっばら純度で，

また製剤が製剤中の原薬の含量で，現在い う

本日局 7 では粒子の大きさが 12~60 メッシュにもかかわらず崩壊試験には36メッシュの綱目の補助筒を用
いたが細かい粒子が試験に先だって網目をもれてしまった.日局8.9では穎粒弗j下限を. 60メッシュか

ら48メッシュにひきあげ崩壊試験の試料には更に32メッシュふるい上に残留するものに適用されること

になった.
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表 3

標準ふるL、(日本工業規格) Tyler ふるい

ふるい番号 呼び‘寸法(μ)
メッシュ 自の開き (μ)
(目数/インチ)

4 4，760 4 4，699 

7 2，830 7 2，794 

9 2，000 9 1，981 

10 1，680 10 1，651 

12 1，410 12 1，397 

14 1，190 14 1，168 

16 1，000 16 991 

20 840 20 833 

24 710 24 701 

28 590 28 589 

32 500 32 495 

35 420 35 417 

42 350 42 351 

48 297 48 295 

60 250 60 246 

65 210 65 208 

80 177 80 175 

100 149 100 147 

115 125 115 124 

150 105 150 104 

170 88 170 88 

200 74 200 74 

250 62 250 61 

(cm) 
100 7 5 4 3 2 10-1 7 5 4 3 2 10-2 7 5 4 3 2 10-3 

日局3.4

1 剣翻組業 l 坐繊薬中f ! 
坐細IJ 

童~話

制 生中IJ 
坐42lJ1 切

12築1薬 ! 制主IJ{TJ薬

Eド
~且切 |切 | 品目切

粗
末
薬

中
末
薬 細末薬

日局5
事11末薬 薬

一

末

一

細

一一栄一
末

一

1

-
Z

R
 

日局6 粗末 中末 制米 微末

中
日局7.8.9 粗切 l切| 細切 | 粗末 1 中末 | 細末 | 微末

図 2 日本薬局方における切度および粉末度の変遷

化学同等 chemicalequivalentsが評価され得 てきた.原薬の評価が生物学的同等 biologi-

ると考えられていた時代には化学物質として cal equivalents，薬理学的同等 pharmacolo-

の原薬に対する粉末度ということは無視され gical equivalents，さ らに臨床学的同等clinical
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表 4 ふ る い の 名称と番 号

日局 3.4 九例ー 日局 5 凡例35

第一号 内径4mmノ飾目ヲ有スノレモノ 内径 4mmノ飾目 ヲ有スノレモノ

第二号 内径 3mmノ飾目ヲ有スノレモノ 内径3mm/飾目ヲ有スノレモノ

第三号 内径 2mmノ飾目ヲ有スノレモノ 内径 2mmノ飾目ヲ有スノレモノ

第四号 長サ 1cm ニ付キ10飾目 ヲ有スノレモノ 内径約 0.75mmノ飾目ヲ有スノレモノ

第五号 長サ 1cm ニfJキ26飾目ヲ有スノレモ/ 内径約0.3mmノ飾目ヲ有スノレモ/

第六号 長サ 1cm ニ付キ40飾目ヲ有スノレモノ 内径約 0.15mm ~飾目ヲ有スノレモ/

日局 6 通則19 日局 7 通則17'"

自の開き寸法 メッシュ概数 l乎び寸法 目の開き寸法 メッシュ概数

第1号 4.8(mm) 4 1号 4760(μ) 4.76(mm) 4 

第2号 2.8 7 2号 2830 2.83 7 

第3号 2.0 10 3号 20∞ 2.00 10 

第4号 0.85 20 4号

第5号 0.3 50 5号

第6号 O. 15 100 6号

第7号 0.075 200 7号

日局 8.9 通lllJ14料

ふるいの呼び寸法 自の開き寸法

4号 4760 (μ) 4.76(mm) 

7号 2830 2.83 

9号 2000 2.00 

840 0.84 20 

297 0.297 50 

149 O. 149 100 

74 0.074 200 

ホふるいの規絡は計量器 ・用器の項に移っ

Tニ.
20号 840 

48号 297 

100号 149 

0.84 

0.297 

O. 149 

料 ふるいの名称は従来のふるい番号を廃止

し，ふるいの呼び寸法に合わせさらにメ

ッシュ概数に号を付した名称を併記.

200号 74 0.074 

eq ui valen ts等の観点からなされるようにな

っては じめて粒度が問題になる.粒度という

物質の物理化学的物性の重要性はここにある.

頼粒剤が製剤中に登場する日局 7以前は粉

末度はもっぱら生薬に適用されてきたといっ

ても過言ではなかろう.現在米局に於いては

生薬と化学薬品に対する粉末度の規定は別に

なっている. 日局でも 日局 3，4， 5までは凡

例に， 日局 6以降は通則に規定された粉末度

の名称 と散剤，細粒剤，穎粒剤の粒度の区分

とはかなりちがったものとなっている.

現在粒径測定法にはふるいによる分級法，

顕微鏡法，電子顕微鏡法，沈降法，遠心沈降

法，気体(液体)透過法，吸着法，光透過法，

光散乱法等かなりの方法があるが，薬局方で

はもっぱらふるいによる分級によって粉末度

が規定されている.ふるいは正方形網目を使

うが，網を指定するときは 2通りの方法があ

る (1)目聞き寸法 (Opening)と線径を指定

する方法.(2) メッシ ュ法，すなわち 1イン

チ (25.4mm)の間にある回数と線の番手で示

す方法である 10) 日局 5までは局方ふるいは

日本標準規格とは関係なく設定されていたが

日局 6からは 日本工業規格 (1日称日本標準規

格)を準用することになった.これは(1)の

表示方法を使ったもので，従来は 6種のふる

いが規定されていたが，微細な粉末が要求さ

れる場合があって 6号ふるいの下に新たに7

号を設定して，粉末度の名称は徴末とした.

粒度はしばしばメッシュで呼ばれるので，日

局 6，7にはメッシュ法での概数が付記され

ている.日局7までは目聞き寸法の大きい方

から 1号 2号…… 7号の番号で呼ばれてい

たが日局 8からはメッシュ概数に号をつけて

4号 7号， ...100号， 2∞号と呼ばれるよ う

になった(表 4 参照).また粒度の名称は大

10)三輪茂雄:“ふるい分け読本" 産業技術センタ ー (1974).
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図 3 各国薬局方における粉末度と呼称

別して切度と粉末度に分類されてきた.日局 無晶の粉末:均質ではあるが結晶の性質を持

では 840μ以上を切，それ以下を末といい，

独局では前者を zerkleinertとし，後者を ge噂

pulvertといっている.ただしその境は 8∞μ

である.米局では 1貫した名称をとっている

が，動植物質，化学薬品をとわず、840μ の所

に1つのくぎりをつけている.ただし英局で

は 1680μとなっていて注目される(図 3 参

照). 

いずれにしてもふるい分けによって粒径が

きまる.名称もかわる.これは物質の性質が

変わることを暗に示すように思われる.現に

粉末生薬は別扱いにされ，米局でも独局でも

8∞μ近辺に境を設けて何がしかの意味を持

たせているように思われる.粒径とその物質

の物性との関係を明らかにすることが製剤を

科学的に定義する上での第一条件と考えたい.

ここで日局の医薬品各条の試験法及び性状

の項にでてくる分散度の試験法，結晶状態を

表現する用語について記す.日局 7. 結晶:

肉眼で結晶と認められるもの.微細の結晶:

ルーペまたは顕微鏡で、結晶と認められるもの.

結晶性の粉末:肉眼または低倍率のルーべで

は結晶か無品かの識別不可だが，本質的には

結晶の性質を持つ均質の粉末.無品性の粉末，

たないもの. 日局 8では次のようにかわった.

日局 9も同じである.結晶:肉眼またはルー

ペを用いて結晶と認めるもの.結晶性の粉末

:上記の方法で、は結晶と認められない結晶.

化学薬品の場合に単に粉末と記載したときは，

結晶性の粉末又は無品性の粉末のいずれをも

含むものであること.肉眼，ルーペ，顕微鏡

によ って結晶，粉末，無品などの定義をして

いるわけであるが，或る程度粒径との関連ず

けはできょう .普通の顕微鏡では可視光線に

よるので粒径測定の下限は約 0.5~1μ であろ

う.ルーペでの下限は 50~1∞μ であろう .

ほぼ200メッシュ (74μ)が化学薬品での粉末

と呼ばれる上限と理解されよう.また日局に

は酸化マ グネシウム，炭酸マグネシウムの軽

質，重質の判定方法， 硫酸バ リウ ム，軽質無

水ケイ酸の品質管理に沈降試験，容積試験が

要求されている(表 5参照).このよ うなかさ

比重法，感触による方法などはダイタイの粒

径測定法にも応用される もので，熟練すれば

可成りの程度に粒径が予測できるものである.

これらをも考慮すると上記粉末に対する区切

りは物性を可成り無視したものになる.

2 製剤定義の方法
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見掛け比容積，沈降容積の試験表 5

日局 8-1
日局 9-1

沈降試験

容積試験

容積試験

沈降試験

沈降試験

容積試験

日局 7-1

沈降試験

沈降試験

沈降試験

沈降試験

沈降試験

容積試験

日局 6

沈降試験

粉末容積

粉末容積

粉末容積

粉末容積

日局 5

沈降試験硫酸パ リウム

酸化マ グネシウム

重質酸化マクネシウム

炭酸マグネシウム

重質炭酸マグネシウム

軽質無水ケイ酸*

C 

ご

-zn同。h
仏

C 

* 2部収載

、2hω
品
。

h内
同

。
Size of units Size of units 

Sudden change in properties as a function of size of particles. (Kruyt) 

。
図 4

おもな粉体物性とその分類

表面積

表面エネノレギー

溶解度

粒子形状

付着凝集力

溶解速度

表 6

粒子の物性 (一次物性)

粒子径

粒子密度

粒子の運動

比表面積

空間率

流出速度

粒子群の物性 (二次物性あるいは高次物性)

粒子径分布 平均粒子径

かさ密度 かさ比体積

安息角 内部摩擦係数

粒子物性

性もあるので(図 4 参照)，変曲点の前と後

では処理方法，あっかL、方を別にすべきであ

ると主張した.

粒子群の物性と粒径:著者の一人はこのよ

うな状態で粗分散系の分類からはじめること

にした.粗分散系はメジウムが空気(気体)

の場合は一般に粉末とか粉体とか称せられて

いた分野である.粉体分野ではその頃，粒径

測定，流動性，充填性，混合などに関係して

安息角，空際率の測定と付着 ・凝集性の関係

が研究の対象となっていた.それらはいわゆ

る粒子群の物性(二次物性，高次物性)とも

以上の如く，散剤は粉末状，細粒剤は細粒

状，頼粒剤は粒状とその定義に粒度が非常な

役割をはたしていることがわかる.これらの

剤形は物理化学的にし、えば分散系に属すると

解釈される.分散系の物性を整理する場合，

たしかに粒度は最も基本的物性の一つである.

分散系を粒径によって整理する方法は古く

Ostwaldにはじまる III Ostwaldはこれによ

って，分子分散， コロイド分散，粗分散を分

類した.その後， Staudinger山 は高分子の研

究にもとづいて，分子量をも考慮すべきであ

ると L、う修正を行った.ついで Kruyt12lは物

性を粒径に関係ずけた場合，変曲点を示す物

11)桜田一郎校関，立入明訳・“コロイドの発見ヘ高分子化学協会出版部刊 (1949).

12) H. R. Kruyt: “Co¥loid scienceヘp.5EIsevier Publishing Company (Amsterdam， London， New 

Y ork) (1952) . 
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呼ばれるものである.粉体物性にはその他に

粒子の物性(一次物性)と呼ばれるものがあ

る13)，14) 表6にはその分類を示す.

先づ安息角，空隙率などの物性を粒径と関

係づけることであった. そのとき，これらの

物性が，付着 ・凝集性と深くかかわり合って

いることを知った.その過程で最も注目をひ

いたのは，植松ら山が粉体と粒体を区別して，

粉体は粘着性を無視し得ない粒子，粒体はそ

れを無視できる粒子の集合であるとしていた

ことである. しかし粒子の大きさとの関係は

明らかにさせていなかった.一方 Neuman16l

は粉体は O.l~l∞μ の粒子の集合であるとし

たが，粒子の大きさと物性との関係は明らか

にしていない.そこで粒径と流動性，充填性

を関連づけ，粒径と付着 ・凝集性の関係を得

特性および測定法

1 流動性

安怠角

注入角

滑り角

排出角

以上三種

ピノレベノレ法

傾斜板法

せん断試験

流出速度法

2 充てん性

疎充てん

空間率

空間体積

見掛け比体積

密充てん

空間体積

タップ充てん

3 混合性

4 飛散性など

発ジン性

逃飛性

集合性

表 7 粒子径による特性値の変化(二次物性)

臨界粒径(μ) 試 料

500 スノレファチアゾーノレ頼粒

200 手L~籍， でんぷん穎粒

200 砂，砂糖， 鋼球

160 ホウ砂末，ホウ酸末

50 3~4 ホワイトアランダム

100~200 酸化マグネシウム

100 酸化アノレミ

50 ホワイトア ランダム

200 粉砕石英

400 種々の粉粒体

160 ホウ砂，ホウ酸末

90 硝酸カリウム

1~2.5 カオリン

1 5~30 セツコウ，ポーランド

セメ γ ト等

シリカゲノレ

160 ホウ砂(トノレエン中)

170 ホウ砂(二硫化炭素中)

350 ホウ酸(四塩化炭素中)

3~4 ホワイトアランダ、ム，

炭カノレ，亜鉛末

150 炭カノレ，砂

10 熔融アノレミナ，炭カノレ等

10 ポーセライン

100 噴霧乾燥乳糖，乳糖穎粒

100 乳糖

13)小川:“粉体科学序説"工業物理学講座 (1957). 
14)久保，水渡，中川，早川編:“粉体一理論と応用一"丸善 (1962). 
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ることによって粉体の概念を得ることにした

11)， 18) そして付着・凝集性が無視できる粒

径は勿論物質によって多少のちがいはあるが

5 x 10-2
--

3cmの所にあることを知った.これ

は粉末度の規定と可成よくあうものであり，

また細粒剤，散剤の粒径上限にほぼ一致して

いる.

さらにその他の粒子群の物性と粒径との関

係を検討して表示したのが表7である.

粒径を O.1μ 以上 O.6mm近辺まで取った

場合，変曲点，ここでは臨界粒径と呼んでい

るが，これが 2ヶ所にあらわれたことである.

臨界粒径の小さい方は 5x10ートー'cm でコ ロ

イド科学でいうコロイド分散と粗分散の境に

よく一致している.そしてこの粒径の前後で

も処理方法，扱い方を別にすべきだという意

見もみられる.調剤学では飛散性薬品を別扱

いすることになっている.酸化マ グネシウム，

酸化亜鉛，合成ケイ酸アルミニウム等従来飛

散性薬品と呼ばれていた薬品の粒径はミクロ

ン近辺のものから構成されていることがわか

っ7こ.

粒子の物性と粒径:粒子群の物性は粒子の

物性と深くかかわり合うであろうから，粒子

平事 1 

20 
離 ー1
cm 
sec-2 

::;:--3 
rT) 

対 -4
数

-5 

-6 

アレン式

ストークス式 ，シ
，'/ニュートン式

， : ¥ ブラウン運動

17-6-5-4-3-2-101234 
粒子径(cm)の対数

図 5 石英粒子の臨界粒径

17)金庭延慶・粉体工学研究会誌 7， 167， 187 (1970). 

18)金庭延慶:粉体工学研究会誌 8， 47 (1971). 

19)不破:第 2改稿最新薬剤学，広川書庖 (1972). 

の物性と粒径との関係を検討することにした.

ここで注目をひいたのは粒子の運動で、ある.

ブラウン運動領域，ストー クスの式に従う落

下運動領域，それにアレンの式に従う領域，

最後にニュートン式に従う領域とそれぞれ

(分子分散)コロイド分散，粉体分散，粒体

分散，固体が対応するよ うにみられた.図 5

には粒径と粒子移動距離 (cm/sec)の関係を

示す19>，20)

粒子群の物性である付着 ・凝集性と関連し

て，付着力，凝集力，凝集速度， London-van 

der Waals力，凝集エネルギーと表面エネル

ギーとの関係が調査された.また溶解度は古

くから粒径と関係づけられていた物性の一つ

である.これは粒子密度や表面白由エネルギ

ーとも関係深く薬学では特に重要である.溶

解度は溶解速度と深くかかわり合ってお り，

製剤の適用，使用面を考えた場合，溶解速度

のはたす役割は大きい.それらの物性と粒径

との関係は表 8に示す211

Bioavailability と粒径:製剤を作る場合の

原料の物性をよく知っていることは重要であ

る.またで‘きあがった製剤その ものの物性を

熟知することも重要である. しかしそれらは

基礎物性の知識として，また取り扱い上の問

題としていわば粉体レベルでのことである.

また粉体レベルに限った段階で処理できる も

のといってさしっかえなかろう .しかしここ

であっかうのは粉体としてではなく散剤とし

ての条件をだす必要がある.散剤としては，

それが経口投与剤であれば溶出 し，分子状と

なり ，消化管膜を透過して吸収され，場合に

よっては代謝され，分布し，薬効を発揮して

排世されるまでの過程をも含めて考える必要

がある 22) ここで問題となるのは原薬の溶解

性の問題である.溶解性の問題は前述の如く

溶解度と溶解速度が関係する.しかし溶解度

20) J. M. Dalla Valle:“Micromeritics" 2nd. ed. Pitman Publishing Company(New York) (1948). 

21)金庭延慶:粉体工学研究会誌 14， 83 (1977). 
22)金庭延慶:粉粋 No. 15， 48 (1970). 
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粒子径による物性値の変化(一次物性)表 8

粒子の運動

I#i、

早川1，Oalla Valle 

B. A. Matthews 

C. T. Rhodes 

早川， 牧島

文事}試

石英(水)

グリ セオフノレピン

1 

2 

臨界粒径(μ)

90 

性物

Burton 

Casimir Polder 

銅球形粒子(計算)

英

算
-
ゐ
計

1 ~0. 1 

400 

凝集エ不ノレギーと

表面エネノレギー

密度

London-van der 

Waalsカ

凝集力 Krupp 

木村，福沢

青木，福田

酸化鉄粉ー酸化鉄表面

乳糖，ホウ砂，炭酸水素ナト

リウム

天秤法

粉霧乾燥乳糖/ポリエチレン

ナミネート紙

酸化鉄(計算)

0.2 

340 

ωo 

150 付着性

Reich & Vold 

久保ら(粉体，理諭と応用)

Jones 

T. Higuchi 

金庭，今川

W. Z. Higuchi 

N. Kaneniwa & N. ¥νatan 

j1f見ら

Buckwalter 

金庭

H. E. Poulら

結晶性石英

石こう

計算

スノレホンアミド煩

クロラムブェニコ ーノレ

プロカインペ ニシ リン

1 ~0. 1 

1 ~0 .1 

10 

O. 1 

100 

A
U
AU

A
u
 

m
m
m
 

凝集速度

溶解性

溶解度

溶解速度

血中濃度

1~2 

の大きいものはあまり問題にならない.どれ

くらいの 溶解度以上になれば bioavailability

に余り影響をおよぼさなくなるか.この場合

の原薬の物性的条件には少な くとも次の二つ

の要素が考えられる.

dC v..6W ψ =KSC，=K刃 .2C，

(1)式は消化管内での溶解速度 dCjdtの式

として用いられている.Kは見掛けの溶解速

度定数， Sは薬品の全表面積，C，は薬品の溶

解度， ρは薬品の密度，do ?土初めの 粒径，

Woは投与量.球形粒子を仮定しての式であ

る.. (1)式で薬品物性以外の他の条件が一定

であれば溶解速度は全表面積Sに関係するの

で，溶解度は一定であるから全表面積を一定

とする条件が溶解速度を一定とする条件であ

る.逆にいえば全表面積を変化させる条件が

溶解速度を変化させる条件である.その条件

(1) 

ニトロフラントイン

-品e

輔
g .. ・4
~ 0.3 
ω 

ω 
引

縄

』

ω 

~ 0.1 
h 

u 
t 。
ω 
拠

出

0.03 

150~100 尿中緋it止量
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301 
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:003 
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国

0.01 
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Solubi1ity (%) 

Plots of Dissolution Rate Constant with a Particle Size of 

324μm vs. Solubility 

SDM: sulfadimethoxine， SD: sulfadiazine， SIX: sul五soxazole，

ST: sulfathiazole， SMT: sulfamethizole， SIM: sulfisomidine， 
AP: aspirin， SAA: sulfacetamide， SA: sulfanilamide， 
AAP: acetaminophen. 

3 0.01 

図 7

表 9 General Consideration with the Relationship between 

Solubility and Bioavailability on the Basis of Particle Size 

Bioavailability 
~一一一一一一一一一一~、、ー一一一ーーーーー一回ー、、、

Rate Extent 
Substance 

Solubility 
(%) 

De五nitionin Japan 
Pharmacopoeia 

可ムハU
'

A

n

u

n

u

 

• n

U

A

U

 

Practically 
insoluble 
or Insoluble 

4で+ 

)
 

1
i
 

、EE
E

『、，
『II
BJ

Griseofulvinl6) 

Sulfadiazine 
Sulfisoxazole 
Sulfathiazole 
Sulfamethizole 

Very slightly 
soluble 土+ 

Sulfisomidine 
Chloramphenicol4) 

Aspirin 

守
』n

U

可
ム

± 
Slightly 
soluble 

Sulfacetamide 
Sulfanilamide 
Acetaminophen 

ー1- 3.3 

--10 

+， Effect of particle size on the rate or the extent of bioavailability would appear evidently， 
:t， its effect may appear s1ightly，一， its effect is hardly found. 
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は(1)式から分散系では(a)粒径 doを一定と

すること.(b)Wo，投与量を一定とする こと.

である.この 2つの条件を入れた場合の溶解

速度定数と粒径との関係は図 6に示す如くで

ある23)

(1)式は溶解速度は薬物投与量と粒径によ

って自由にかえられることを示す.一般に薬

物投与量は一定量服用が多いので，この場合

の溶解速度は粒径によって左右される.そこ

で溶解速度が bioavailabilityに影響を及ぼさ

ない程度の溶解度を持つ薬品と同程度になる

のはどれくらいかが問題である.吸収が粒径

の影響を受けない場合である.吸収が粒径の

影響を受けは じめる所は一種薬品では溶解度

が一定であるから比較的簡単に決定される.

この粒径は Bioavailabilityの量にも速度にも

関係しなくなる点で，種々の薬品でこの点を

測定すれば，溶解度の種々の場合が得られる

ので，bioavailabilityに影響を及ぼさない薬

品の溶解度はどれくらいかが求められる.図

7には見掛けの溶解速度定数と溶解度との関

係が示しである.これらの薬品の血中濃度一

時間曲線を参考に寸れば bioavailabilityの速

度及び量のいづれに対して も粒径の影響が無

視できる溶解度の限界が求められる.図7，

表 9に現在までに求められた粒径を もとにし

た溶解度と bioavailabilityの関係を示す.

ほぽ 0.1%より大きい溶解度の薬品は bio-

availabilityに影響しないことがわかる. つ

まり粒径が 3∞~500μ 以下では吸収に粒径の

影響があらわれない.すなわち細粒状，粉末

状では bioavailabilityへの影響は無視できる

と考えられる.溶解度が0.1%以上でも 300~

5∞μ以上になれば粒径の影響があらわれる

ので溶出試験が 必要である.0.1%以下の溶

解度の薬品では細粒状，粉末状でも粒径の影

響を受けるので，溶出試験が必要である. こ

のことはそれらの薬品を製剤原料とする場合

粒径を指定しなければならないことを示すも

のと考える.異種薬品を比較する場合には，

溶解度の他に場合によっては薬物投与量が関

係する.しかしこの場合でも常用量範囲とい

うことになろう .またこの量に関係する部分

は初回通過効果を考えた場合は更に複雑とな

る.水溶性薬品にまで及ぶ.

薬品の溶解度:いままでは一種の薬品では

溶解度は一定としたが，次の (2)式すなわち

Ostwald-Freundlichの大粒子と 小粒子の溶

解度比に関する式をつかえば，溶解度比に対

する粒径の影響が計算できる加.

表 10 液滴の粒子径と水への溶解度比(算計)

| エチ ノレ_'" u'" I n-オクチノレ 1J- • . ~ " .. ~ 1_. _ ~ ~ ， ， 1 
液 体|ホ ノレ ム |四塩化炭素 エー テノレ |へ ノセノ |アノレコ ーバ オ レイン酸 1

11ーヘキサン 1
11ーオ クタ γ

分 子 量i119.3 153.8 1 78.11 130.2 282.5 

1. 498 1. 604 1 O. 709 0.889 0.826 0.891 

界面張力 32.8 8.5 15.6 

直径

1cm 1. 0000 1. 0000 1. 0000 1. 0000 1. 0000 1. 0000 

X 10-1 1. 0000 1. 0000 1. 0000 1. 0000 1. 0000 1. 0000 

X 10-2 1. 0000 1. 0000 1. 0000 1. 0000 1. 0000 1. 0001 

X 10-3 1. 0004 1. 0006 1. 0002 1. 0004 1. 0002 1. 0008 

X 10-4 1. 0018 1. 0049 1. 0021 1. 0080 

X 10-5 1. 0430 1.0722 1. 0182 1. 0508 1. 0219 1. 0832 

X 10-6 1. 5250 1 2. 0082 1. 1980 1. 6428 1. 2418 2.2237 

X 10-7 6. 8 x 10 I 1. 1 X 103 6.090 1. 4 X 102 8. 7212 3.0 X 103 

X 10-8 2.1 x州 1.9 X 1030 7.0 X 107 6.6 X 1021 2.5 X 109 5.1 X 1034 

23) N. Kaneniwa， N. Watari: Chem. Pharm. BulI. 26， 813， 2603 (1978). 

24)金庭延慶，今川歓二・粉砕 22， 18 (1977). 
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86.2 114.2 

0.659 O. 703 

51. 1 50.8 

1. 0000 1. 0000 

1. 0000 1. 0000 

1. 0001 1. 0001 

1. 0011 1.0013 

1. 0108 1. 0134 

1. 1139 1. 1427 

2.9409 3. 7968 

4.8 X 104 6.2 X 105 

7.0 X 1046 8. 7 X 1057 



表 11 界面張力と粒子径が 1μmのl待の溶解度増

国 体 界面張力

NaCl 300 dyne/cm 

CaF2 2500 

BaS04 1250 

CaSO，・2H20 370 
AgCr04 575 

SrSO， 1400 

PbF2 900 

PbI2 130 

MgO 1040 

C" 4rM f 1 1¥ 
lncζ=-RTP-¥ -d. -d::) (2) 

7は界面白由エネルギー， λfは薬品の分子

量，pは密度，C. ~ ， C"は粒径が ι，dsのと

きの溶解度で d~> d. とする . R は気体定数，

Tは絶対温度である. (2)式をつかって溶解

度比に関する粒径の影響を計算したのが表10

であり，固体について粒径が 1μ での溶解度

上援を計算したのが表11で、ある.

これらの表からもわかるように，一般に

0.1μ 以下ともなれば溶解度が増大すると考

えられている.それと同時に難溶性薬品でも

粒径がこの程度に小さくなれば，水溶液を投

与した場合と同様の bioavailabilityを示すこ

とがわかった. したがって粒径が数 μ以下の

水性懸濁液は相対的利用率測定において水溶

液と同じく基準製剤にできることがわかった.

|水への溶解度 |探霊長45n

35. 7 g/100 ml 2% 

1. 6 X 10-3 25 

1. 15 x 10-' 33 

2.23 X 10-1 7 

1. 4 X 10-3 5.6 

1. 13 X 10-2 29.2 

6.2 X 10-2 4.4 

4.42 X 10-2 1.6 

6.2 x 10-' 4 

難溶性薬品でも粒径が数 μ以下のものができ

れば粒径の影響は無視できるものと考える.

一種の薬品で溶解度が一定と考えてL、L、の

は，粒子の大きさが数 μ以上の国体形態を考

えてのことである.粒径が数μ以上の分散系

すなわち粉体系，粒体系，マクロ(固体)系

で，一種の薬品で溶解度がかわるのは，分散

形態以外の固体形態に何種類かが存在する場

合である.現在よく取り上げられている固体

形態は，結晶多形，無晶形，溶媒和化合物，

無水物である.薬品のこれらの固体形態の変

化はすべて溶解度に関係し，溶解速度に影響

し，生物学的利用率に影響をおよぼすことに

なる. したがって公定書においてもそれらの

相異を区別する基準が必要となるかも知れな

L 、25)

25) D. C. Cadwallader，後藤茂訳:“生物薬剤学と薬物相互作用"p. 53 (1976)医歯薬出版.
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爆竹の起源と発展

岡田 登

Origin of Bamboo-cracker and its Development. 

緒 言

証類本草および本草綱目には竹の効用と し
りでんがいぶんLゅう

て，李欧該聞集を引用 し爆竹が記されている.

この爆竹の起源は焚き火の中へ生竹とか真竹

を燃やレ爆発音を立てるのがその始まりであ

る.

黒色火薬を用いた火薬兵器1>2>3>の出現は中

国においては宋代にみられ，さらに火薬兵器

の進歩発展がみられる.一方は， 竹を燃やし

ての爆竹は黒色火薬を用い，さらに爆伏，畑

火(煙火，花火)へと発展する.本稿はこの

爆竹の起源と，黒色火薬を用いた爆竹，爆似

畑火への発展についてを中国の古典よりその

一端を明らかにしたものである.

蜂縫，庭煉よりの爆竹

中国においては古くより軍事の通信の目的

のため，敵の来襲を知らせる合図の火，すな
ほうすい

わち蜂燥が発達した.また君主が庭で、火を燃
きよか

やし夜中参内の諸臣を照らすために短火(た
ていりょう

いまつ)あるいは庭僚 (かがり火)が行なわ

れ，また偶然、の機会にあるいは次に述べる話
けい

異経11)にみられる如 く，この焚き火の中へ真

竹とか生竹を投ずることにより大きな爆発音

を生ずるので，これにより原因不明の災害に

対しこれを妖気あるいは崇として，これを追

い払うものとして爆竹を行なったものと思わ

れる.

また13世紀の放行記，マルコ ・ポー ロの東

方見聞録4)には，チベット地方への放行者は

野宿するとき野獣を防ぐため，火中に生竹を
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燃やし大音響を発し野獣の近寄るのを防いだ

ことが記されている.この方法は13世紀末に

記されたものであるが，こ の方法は13世紀以

前のかなり 古い時期より行なわれていたので、

はなかろうか.そしてこの方法が野獣のみな

らず妖気あるいは娯を追い払うものとして，

あるいは鬼を退治するものとして次第に爆竹

として行なわれるようにな ったのではなかろ

うか マルコ ・ポーロの記述は極めて誇張の

多いことが知られるが，当時は爆竹の他には

何ら大音響はなかったものと考えられ，竹を

燃やしての爆発音は人には大きな音に感じら

れたのではなかろうか.後述の宋代の兵書，

武経総要加には辞露(雷)火珪なる火薬兵器

がみられるが，これは竹の周囲に火薬をつつ

んだもので，その目的は主に竹の爆発音によ

り敵を威嚇するものであって， この霊華麗火甚

は爆竹の爆発音を応用したものと思われる

竹を燃やしての爆竹

けいそきいじ

竹を燃やし爆竹を行なうことは，刑楚歳時

記5)に，爆竹は庭僚よりおこる，とあり ，庭

での焚き火の中へ竹を燃やす事が行なわれた

ことが知られる. また大平御覧6) 事物紀原ヘ

続博物士、8九 月令広義9) にもほぼ同様のこと

が述べられており ，いづれも刑楚歳時記より

の引用であろうと思われる.庭での焚き火の

中へ竹を燃やすことが爆竹の起源であること

は明白であろうと思われる.

またこれがし、つ頃から行なわれるようにな

ったかは明らかではないが，大平御覧には，
おうしよう

応劫風俗通にいわく ，と し，猛獣の声は爆竹



に似るに有り，とあり，また後述の事物紀原

には風俗通に書かれたことが述べられている

が，後漢時代に書かれた風俗通あるいは風俗

通義山tこは庭;僚も爆竹も記載はみられず，散

見される原典は神異経 (500~600年頃に書か

れたといわれる)，刑楚歳時記， あるいは玉

燭宝奥山が最古のものであろう .

神異経には，西方深山の中に人あり，身長
たんしん

は尺余なり .祖身(かたはだか)にて蝦蟹(え

び，かに)を捕う.性は人を畏れず.人の止

宿するをみれば，暮れにその火に依りてもっ
あ五二

て蝦蟹を炎る.人のあらざるを伺って，人の
さんぞう

塩を盗み，もって蝦蟹を食う .名づけて山腺

という .その音自ら叱ぶ.人はかつて竹をも

って火中に著くに爆時(爆発音がおこり)と
おそ

して出ず.腺は皆な驚き俸る.これ(西方深

山中の人)を犯せば人を寒熱(病気にさせた

の意か)せしむ.これ(西方深山中の人は)

人の形なりといえども変化せるなり.然らば
きみ

まずこ鬼魅(鬼とおばけ)の類l土，今所在の山

中に皆なこれあり ，とある.

すなわち焚き火の中へ竹を入れることによ

り爆発音がおこり，山腺人がびっくりしたこ

とが記されている. この山腺(人)は山操，

山繰とも書かれ， 山中の怪人，怪獣などを意

味し，また後述の刑楚歳時記には山操鬼とし，

続博物志，該聞集(録)には山魁として記さ

れている.

刑楚歳時記には，正月一日はこれ三元の日

なり .(中略)難鳴におき，まづ庭前において

爆竹しもって山腺悪鬼を僻く ，とし，神異

経を引用し，山牒が一足(片足)であるとし，

玄(元)黄経に謂うところの山媒鬼なり.俗

人おもえらく，爆竹は庭;僚におこる.家固ま

さに王者をみだりにすべからざるなり，とあ

る.

また玉燭宝典には刑楚歳時記とほぼ同文が

記され，後世の書，大平御覧，事物紀原，続
おうゅうかんびょう

博物志，斐踊間評山，月令広義，格致鏡原14)

などにも神異経，刑楚歳時記は引用されほぽ

同様のことが述べられている.
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唐詩にみられる爆竹

唐詩には，爆竹，竹爆，爆竿などがみられ

るがし、ずれも竹を燃やしての爆竹であろうと

思われる.
ちょ うえっ

張説 (667~730) の詩1 5に岳州(湖南州の

北部)歳を守る，の詩には，爆竹は好く眠を

驚かし，とある.
せつのう

醇能 (817~880) の詩16九除夜作には，竹

爆は諸隣に和し，とある.

また通俗編17)には，按ずるに古は皆真竹を
おや

もって火に著きこれを爆く，故に唐人詩はま

た爆竿と称す，とある.

来鵠(?~881) の詩18九 早春には，小庭に

はなを爆竿灰を棄す(あつまる)，とあり，こ

の詩の中には灰の記載がみられるので，当然、

のことながら竹を燃やしての爆竹と思われる.

陪，唐代における火戯

障の燭帝 (605~617) の時代には火薬が存

在したので、はなかろうかと思われる記載がみ

られる.
けんえん

物原山に，軒鞍(黄帝，B.C.2640頃)砲

をつくり，呂望(大公望日尚， B.C.l1∞ 頃)

銃をつくり，説の馬鈎(三国説の博士，明帝

326~339の頃活躍)爆伎をつくり， 開のJ場帝

は火薬をもって雑戯を益す. 九蓮(古の帝王)

砲石をつくる，とある.

事物紺珠20)には，爆竹は歳暮にもって山燥

を驚かす，とあり，火器類には，燭帝始む，

火薬をもって雑戯を製す，とあり，起火爆伎

は競の馬鈎作る.とある.

また格致鏡原には物原を引用しているのが

みられる.

これらの文からすると陪の時代には火薬が

あったようにみられるが，階の時代には火薬

兵器あるいは畑火の類は史書，兵書，歳時記

などにみられず，また物原の記述の内容は正

確さに欠けるといわれる.
ぞみどう

まずこ唐詩，蘇味道 (690~705) の詩21)正

月十五日には，火樹銀化合と記され，後世の

書，物理小識22) (1664)には，唐に火樹銀花

あり，想うに(火薬を指し)すでにこれを用



いるや，とあり，この物理小識の文は蘇味道

の詩を指したものと思われるが，この詩の内

容は燈簡をかけた柱に銀の花がむらがる，あ

るいは柱に仕掛けた燈龍を指すもので，火薬

を使った事実はみられないように思われる.

また，春眠，暁を覚えず，の詩の作者，孟
こう担ん けいもん

浩然 (690~740) の詩23) 張将と同じく奈ij門

(東ij丘:ともいう ，北京の西北)燈を観る，に

は，東ij門の火樹を看る，疑うらくは是れ，燭

竜(明りを司る竜)然(の如し)，とあり，

この火樹も木にかけた灯，あるいは木に蝋燭

を立てたものではなかろうか.

従って陪，唐の時代には世間では火薬も爆

伏も用いられていなかったと恩われるが，こ

れらの事実は当時は火を娯楽に用い，たとえ

ば木に蝋燭を立て，あるいは蝋燭をつけた提

燈を木にかけ，これらを観賞するといったこ

とが行なわれたので、はなかろうか.そしてこ

れらのアイディアが後世の花火へと発展した

ものと思われる.

宋代における竹を燃やしての爆竹

宋代においては竹を燃やしての爆竹の他に，

後述の火薬を用いた爆竹，爆伏，畑火がみら

れる.この竹を燃やしての爆竹はし、っ頃まで

行なわれたかは明らかではないが，事物紀原，

(1078~ 1085) ，王安石 (1026~1086) の詩2ペ

続博物志 (1108~ ? )，斐腸間評 (1119~1190) ，
はんせいだい

活成大 (1126~1196)の詩25)には竹を燃やし

ての爆竹がみられ， 1102~1125年のことを記
とうけいむかろ〈

した東京夢華録制 (1147)には爆伏と畑火が

記され，また1201年に成立したといわれる会
けいし

稽志27)には爆竹に硫黄を用い爆伎の名称でも

呼ぶことが記されており ， 11∞~12∞年頃に

爆竹は火薬を用い作ったで、あろうと歳時記な

どより推定される.

証類本草には，李欧該聞集を引用し，該間

集に云う，爆竹は妖気を砕ける.隣人に仲更

の家あり.山魁の崇るところとなし，瓦石を

なげ，戸j鴻(戸まど，入口)を開く.白から

安んぜず.受は求めてこれを祷り，仏経をも
びぜい

って報謝す.而して妖は粥盛(ますますさか

ん)に崇る.政はその更に調っていわく ，翁

たん や

は旦夜(朝夕)庭落中において，除タのごと

く爆竹数十竿をす.更はその言を然りとし，

爆竹して暁に至り寂然とし安帖し遂に止む，

とある.

また本草綱目には，慎徴いわくとして該聞

集を記し，また格致鏡原には該聞録として，

ほぽ同様のことが述べられ， 山魁が戸を聞き

石をなげたとL、う恐れに対し，これを除くに

は爆竹をして，その効果があったことが記さ

れている.

事物紀原には，歳時記(刑楚歳時記と推定)

にいわく，元lHこ竹を庭に爆て，もって山牒

を貯く .山腺は悪鬼なり .神異経にいわく ，

人が犯せばすなわち病む.爆竹の声を畏る.
そう りん

宗↑謀(刑楚歳時記の著者)すなわち云う，竹

を爆し，草を燃やすこと庭;僚におこる.風俗

通(前述)にいわく庭燦よりおこる，とある.

王安石 (1026~1086)の詩，元旦には，爆

竹の声，中一歳を除く，とあり，この爆竹は

竹を燃やしての爆竹か火薬を用いたものか不

明であるが，この時代には竹を燃やしての爆

竹と思われる.

続博物志には，人あり，山魁の泉るところ

のために或人教えらく，爆竹をもって除タの

如くせば止むべしと云う.人はその言を用い

安を獲たり.これを問えばすなわちいわく，

比れ荊楚歳時記にもって山越をさく .鬼は陰

冷の気勝なり.すなわち声を陽にしもってこ

れを攻む，とある.

斐胸間評には後述の沼成大の詩とともに，

爆竹を元E前数日聞にわたり用いられたこと

が知られる.
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宗惚いう，歳旦に庭に竹を;僚し，いわゆる
けいこう

竹を燥すは爆竹なり.王荊公(王安石，前述)

詩にいう，爆竹の声，中一歳がおわる.今す
どI!ゅう

なわちこれを歳前数日に用う.また土牛(迎

春の日)より出で，もって寒気を送る.この

季，冬の月なり，とある.

沼成大 (1126~1193)の詩，爆竹行には，

爆竹が悪鬼を追い払うものと考えていたこと

がよ くあらわれている.

歳朝の爆竹は昔より伝う .呉儀(呉人，わ

れわれ呉の人聞は)まさに前五日より用う.



そ弓は

食は豆粥を残し，塵を掃罷し(はききよめ)， 
き あぷ

筒は五尺に裁って煉るに薪をもってす.節聞

は汗を流し火力透る.健僕(たくましい下男)

はとりて，上りて疾走す.児童は却ぞいて立
ほ~~

ちその鋒を酔く .増(階段)に当り，地を撃

って雷建(雷)は肌える.一戸，両声，百鬼

驚く.三声，四声，鬼巣傾く.十声，百戸，

神道寧かなり.八方上下は皆和平(となる). 
しようてL・

却いて焦頭を拾い，林底に畳す(ベッドの下
れい

へ入れる).なを余威あり ，病(悪病)を駆す
や〈 か

ベし.薬褒(薬箱)を扉除(とり除いて)し

て酒杯を添える.昼日は嬉しく遊び，夜濃く

睡る，とあり，この詩より爆竹の燃え残りが

病を医す効能まであったのが知られる.
きぼ う いささかさたじすさい

また活成大の葵卯 (1183)除夜明復爾斉

(書斉名)偶題には，書扉に健筆なく(書斉

では勉強しないのでよい文が書けな L、)，爆

竹の寒灰あり，とある.

火薬を用いた爆竹，爆伎，姻火

爆竹の名称は九ての年代を通してみられる

が， 前述のごとく宋代の後期には竹を燃やし

ての爆竹は火薬を用いた爆竹，爆伏，畑火な

どへと発展しこれらは歳時記などにみられる.

宋代に黒色火薬が製造されるにあたり，先

づ火薬兵器が製造され，然、る後畑火がつくら

れたことを鴻家昇は述べている.現存する古

典よりみられるところでは，火薬兵器として

1044年に書カミれた武経総要に火薬兵器の記載

があり ，前述の1147年に書かれた東京夢華録

には火薬を用いた爆竹，爆伏がはじめてみら

れる.しかし武経総要に記載された火薬兵器

には震華麗火越なるものがあり， これは爆竹の

爆発音を利用し敵を威嚇するものであり，当

時は既に火薬を用いた爆竹があったのかも知

れない.

また宋代に書かれた本草街義29)Vこは，消石

(硝石)について，惟よく煙火を発す，とあ

り，宋代に硝石を用い煙火をつくったことが

うかがわれる.

爆伏の名称については，通俗編に，後人は

紙を巻きこれをなす.称して爆伏という.前

籍いまだ見ず.これらの戯ともに宋よりこれ
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あるなり，とあり，宋代に爆杖へと発展した

ことが知られる.

また竹は中国においては，黄河と揚子江の
わいが

中間にある准河(准水ともいう)以北には自

生しないといわれ，准河以北においては紙を

用い，あるいは後世においては紙を用い爆竹，

爆伎をつくったことが知られる.前述の通俗

編の他に，月令広義には，紙をもって爆竹を

製す，とあり，格致鏡原にも，今人は紙をも

って爆竹を製す，とある.

宋代における火薬を用いた爆竹の類には，

爆竹として会稽志，都城紀勝拘，西湖老人繁

勝録31)などにみられ，爆伏として東京夢華録，

会稽志，都城紀勝，夢梁録32) 武林旧事叩，

乾淳歳時記34)などにみられ，畑火として東京

夢華録，西湖老人繁勝録，都城紀勝，夢梁録，

武林旧事，斉東野語35)などにみられ，その他

に地老鼠(斉東野語)，流星(武林旧事)，流星

火(宋史36) 斉東野語，続資治通鑑37))， ~ti爆

(西湖遊覧芝、余拙)などがある.

南宋のことを記した東京夢華録には，駕

(主上)は宝津楼に登り諸軍百戯を呈す，の

中に，たちまち一声露盤(雷)の如きをなす.
ばんぴしや

これを爆伏という.すなわち蛮牌者(えびす

の楯をもった者)引退し，畑火は大いに起る.

(中略)又爆伎一声， (以下略)とある.

嘉泰元年 (1201)に書かれたといわれる会

稽志には，除タに爆竹は相聞ゆ，また或は硫

黄をもって爆薬をつくる.芦はもっとも震痛

(すざまじい)なり.これを爆伎とい う，と

あり，爆竹の爆薬に硫黄を用いることが記さ

れている.

都城紀勝には，雑手芸は皆巧名あ り， (中

略)煙火を焼き，爆伎を放ち，とある.

西湖老人繁勝録には， 震山 (現，安徽省)

の側において五色の煙火を放ち，爆竹を放つ，

とある.

夢梁録には，爆竹，成架(仕掛け花火と推

定)，畑火の類は市にあり，として市で爆竹，

畑火を売っていることが知られる.また，こ

の夜，禁中(天子の御所)に爆竹は筒呼して

街巷(まち，ちまた)に聞ゆ. (中略)爆竹の

声は雷の如く震き，とある.



通俗編には，武林旧事に言う，西湖に少年

あり.爆竹を競って放つ，とある.

武林旧事には，畑火，起輪，走線，流星，

水爆，風答(風鈴)は数指すべからず，とあ

り，これら起輪，走線，流星などは花火の類

であろうと思われる.

武林旧事，乾淳歳時記には同文が記され，

爆伏に至りては果子(果物あるいは菓子，料

理)人物などなすあり .類はーならず.殴司

(後宮の十二司の内のー)が進むるところの

扉風は外に鍾魁(小鬼を捕食，魔を駆す神)

は鬼を捕えるの類を画き，内に薬線を蔵す.

ー熱百余を連ねて絶えず，とあり，この時代

には爆伏は単に爆竹に火薬を用いたものでな

いことが知られ，またこの扉風は仕掛け花火

の構造をなしているものと思われる.また内

に薬線を蔵す，とあるのは導火線を用いてい

たものと思われる.

武林旧事および西湖遊覧志余にはほぼ同文

が記され，淳照十三年(1l86) (中略)宮漏(時

間)は既に深く ，宣して畑火百余架を放ち，

駕は始めて還る，とある.

また武林旧事には畑火を売るといった畑火

についての記載が多くみられる.

斉東野語の御宴煙火には，穆稜初年(理宗

元年， 1225)，嘗って上元(陰暦正月十五日)

日に清燕殿(宮般の名)において排当(宴会

の準備を)す.恭しく恭聖大后(寧宗皇后)

を請う.既に煙火を庭に焼く，いわゆる地老
たちま

鼠というものあり .経ち大母の聖座下に至り，
たち支

大母これがために驚慢す.衣を払い経ち起ち，
すこぶ

意、，頗る疑怒す.これがため宴を罷める，と

ある.この地老鼠は点火すると地上を火を噴

きながらはねまわる花火と思われる.

宋代におけるその他の火器

武経総要には火薬の記載とともに火薬兵器

が記され，その中でも露盤火訟は爆竹の原理

を用いたものと思われる.
かれつ

右震霊火毛主は乾竹両三節，経一寸半， 鍔裂

(亀裂)なきを用い，節を存じ秀るなかれ.

(中略)火薬三四斤を和し，竹に褒み越とな

す.両頭の竹は寸許を留め主主外に伝薬を加う.
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(中略)声(音)聞きて酔盛の如し，とある.

また軍事の合図の目的に1272年に流星火を

用いたことが知られている.宋史には，張貴

の軍は喜びおどり，流星火をあげこれを示し，

軍船は火を見て，即ち前に迎え勢近くに及び

て合わんと欲す.すなわち来る船は皆北兵

(敵兵)なり，とあり，ほぼ同様のことが斉

東野語，統資治通鑑に述べられている.

また金代には狐を捕えるのに火缶を用いた

ことが知られている.続夷堅苦、加の狐鋸樹に

は，陽曲(現，山西省陽曲)北鮮村，中社，

鉄李は狐を捕えるをもって業となす.大定

(1l61 ~ 1189)末一日，網を張り溝北の古墓

下にー鵠(し、えばと)を繋ぎ餌となす.身は

大樹上にありこれを伺う. (中略)未だ二更

(一夜を五更に分ける)せずして狐至り ，泣

罵してともに倫(仲間)あり.李は腰に火缶
~ 

をかけ，巻爆をとり てひそかにこれを熱き樹

下になげる. 薬火は発して猛に大声をなし群

狐乱走す.網しからめるところとなし，目を

つむり姥れるを待ちて一語も出でずして斧椎

をもってこれを殺す，とある.

この火缶は爆発力の弱いものであり，巻爆

と記されているのは導火線であろうと推察さ

れる.武経総要およびそれ以後の兵書には火

缶の図とともにその説明があり ，また兵録40>

には火缶と火缶法が記されているが，火缶法

には導火線が用いられているので，ここに用

いられた火缶は火缶法とほぼ同ーのものと思

われる.またJ馬家昇1)によればこの種の火缶

は下が太く上が細い陶製のもので中国科学院，

考古研究所に所蔵するといわれる.

結語

中国では古くより北方騎馬民族をおそれ，

秦の始皇帝の時代には既に万里の長城を築き

北方民族の侵略を防いだことが知られている.

これら北方西方異民族を山牒あるいは山魁と

して恐れ嫌ったのではなかろうか.また偶然

の機会に焚き火の中へ竹を燃やし爆発音をお

こすことにより山牒人がびっくりしたことよ

り，山牒人をおい払う ものと考え爆竹を行な

ったものと推定される. あるいは原因不明の



災害に対し，古い時代においてはこれを妖気

とか崇として爆竹を行なうことにより妖気あ

るいは崇を追い払う ものと考え，さらにはこ

れが後世の厄被いや開運に用いられるように

なったのではなかろうか.

宋代に入ると爆竹は竹を燃やしての爆竹と

ともに火薬兵器にも応用され，たとえば藤盛

火墜として用い られた他に，さ らに黒色火薬

と紙を用い爆竹をつくり ，さらにこれが爆伏

の名称でも呼ぶことが知られ，また畑火へと

発展したものと思われる.

また爆竹の起源は後世の資料に引用された

最古の古典は神異経が知られるのみで，風俗

通義には爆竹の記載はみられなかった.また

爆竹より爆伏への移行過程および畑火への移

行過程は原典では見出しえず，これらに関 し

ては推測の余地を出ないのは残念である.

ただ初期の火薬を用いた爆竹， 爆伎とはし、

かなる構造のものであろうか.これはあくま

で推察の余地を出ないが，竹の中に黒色火薬

をつめ，導火線を用いて竹を爆発させ，中国

の北方地方では竹の自生はみられなく 竹は入

手できず，あるいは後世においては竹に代り

紙で巻き筒をつくり ，こ の中へ黒色火薬を入

れ，さらに導火線をつけたものではなかろう

カミ.

古代の中国に関しては不明の点が多く，識

者の御指導がえられれば著者の喜びとすると

ころである.
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薬史学雑誌

14 (2)， 87~94 (1979) 

神農本草経の収載薬品の配列について (1) 

鉱物性および動物性薬品

浜田善幸IJ*

On the Arrangement of the Drugs contained in 

“Shen Nong Ben Cao Jing" (1) 

Mineral and Animal Drugs 

前報1)では，収載薬品の品別について検討

したが，品別とともに，配列もまた各伝本間

において，かなり差異がみられる. そこで今

回は，名医別録円 本草経集注刊 新修本草ぺ

大観本草5)および政和本草白を参照して，神

農本草経収載薬品の配列について検討した.

引用した刊本は，前報と同じで次のとおりで

ある.

Al 清顧観光重緯神農 本 草 経 全 1冊

人民衛生出版社 1958年 5月第 1版第 5次印

刷

A2 明銭塘不遠慮復手録 神農本経全 1

冊 浪奉書林 寛保 3年 (1743年)再版，復

刻本

Bl 親呉普等述清孫星術等輯 神農本草

経全1冊 台湾中華書 局 民 国59年 (1970

年) 1月 12版

B2 貌呉普等述清孫星術孫鴻翼輯 神農

権熊本大学薬学部生薬学教室

Toshiyuki HAMADA * 

本草経全 1冊商務印書館 1955年 7月重

印

Cl 森立之編神農本草経全 3冊盛文

堂昭和46年 (1971年)復刻本

Dl 明李時珍著本草網目 校点本第 1，

2， 3冊 (4は未刊) 人民衛生出版社第 1

冊1975年12月第 1版第 1次印刷第2冊1977

年 3月第 1版第 1次印刷第3冊1978年 9月

第 1版第 1次印刷

D2 明李時珍撰本草綱目 全 6冊商務

印書館 1967年 3月 2版

ここでは前報 と同じく ，Aを底本として考

えることにする.従って各薬品に付 した数字

は，Aの配列11頂の番号である.

1. 鉱物性薬品について

A，B，C各刊本 と，名医別録，本草経集注，

新修本草，大観本草および政和本草における

Department of Pharmacognosy， Faculty of Pharmaceutical Sciences， Kumamoto University. 
L∞ation: Oehon-machi， Kumamoto city. 

1)浜田善利， 薬史学雑誌，13 (2)， 67-76 (1978). 

2)都建，謝文全重輯，“重綿名医別録ヘ中国医薬学院中国薬学研究所，民国66年 (1977). 
3)斉陶弘景校注，小嶋尚真，森立之ら重瞬，岡西為人訂補ならびに解題，“本草経集注"，南大阪印刷セン

ター，昭和47年 (1972). 
4)岡西為人，“重輯新修本草ヘ学術図書刊行会，昭和53年 (1978). 
5)宋唐慎徴撰，文成校定，木村康一，吉崎正雄編集，“経史証類大観本草 広川書庖，昭和45年 (1970).

6)宋唐慎徴原著，金張存恵重刊，郡斑解題並序，貌徳、文索引刊行 重修政和経史証類備用本草ヘ南天書

局，民国65年(1976). 
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TABLE 1 Change on the Arrangernent of the Mineral Drugs in the Upper Class 

C 名医別録 本草経集注 新修本草 大観本草 政和本草 B A 

124・

132 

133 

131。一一

鉱物性薬品について，上品，中品，下品の別に

配列の推移を整理すると，それぞれ， TABLE 

1， IIおよび IIIのようになる.

上品(TABLE1)において， まず筆頭にく る

ものは，名医別録，本草経集注，新修本草お

よびCでは玉泉であるが，大観本草と政和本 れ

草，それにBとAでは 1丹砂である.

配列は，名医別録と本草経集注およびCで

は，上品18種が全く同一である.新修本草に

おいてもそれと比較して 124水銀がなく，

4石鍾乳が入っただけで，その他はCと同じ

配列である.基本的にこの配列になっている

ものを typeC とする.また大観本草と政和

本草およびBは全く同じ配列である.この配

列のものを typeBとする.Aを typeBと

比較すると， 131石胆， 132白青， 133膚青

が typeBにある以外は，配列の順位は全く

同じになっている.即ち上品においては，名

1丹砂

2雲 母

3玉泉

4石鐙手L

5型車石

6 i肖石

8朴 i宵

8滑石

1318) ......9空音

10巴t 背

11馬余腿

12太一余糧

13白石英

14紫石英

15五色石脂

1328) 

1338) 

医別録，本草経集注，新修本草およひ Cの

type C と，大観本草，政和本草，Bおよ び

Aの typeBがある.

Type C と typeBの問では，配列の順位

にかなりの逆転が生じている.この変動の内

容からみると 1 丹砂~1O曽青 と， 11馬余糧

~15五色石脂の 2 群にわけることができる.

しかし各本草書とも，上品はすべて玉石部と

してまとめであるので，この 2群は内容的に

は区別されていない.また，李時珍による本

草綱目の玉類，石類上，石類下，歯石類等の

分類とも，関連性は認められない.

中品 (TABLEII)において，まず筆頭にく

るものは，新修本草のみが 124水銀であり，

他はすべて 121雄黄である.

配列は，名医別録，本草経集注およびCで

は全く同じであり，これを typeC とする.

これと新修本草との間では， 128陽起石と125

7) 124水銀は，新修本草，大観本草，政和本草，B，Aでは中品である.
8) 131石組， 132白育，133扇青はAでは中品である.
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TABLE II Change on the Arrangement of the Mineral Drugs in the Middle Class 

C 名医別録 本草経集注 新修本尊 大観本草 政手日本草 B A 

4・
242 

241 

244'2) 

石膏， 127凝水石の間で・順位が入れかわって

いる.また大観本草，政和本草と Bでは， B 

に243鉄精，245鉄の 2品目印が欠けるだけで，

配列は同じである.これを typeB とする.

Aでは typeB vこ比して， 122雌黄と123石硫

黄の順位が逆になっているだけで，基本的に

はAも typeBの配列とみることができる.

新修本草を含めた typ巴 C と typeBの聞

では，かなり混乱した順位の逆転がある.こ

れを大きくわけると， 121雄寅~128陽起石と，

129理石~134膚青の 2 群とすることができる.

しかしこの区別には，内容からみて特別の意

義は見出せない.

下品 (TABLEIII)において，まず筆頭にく

るものは，名医別録，本草経集注，新修本草

およびCでは 253青浪汗であり，大観本草，

政和本草およびBでは 255石灰である.一方，

121雄貧

122雌賞

123石硫黄

124水銀

125石膏

126滋s 石

127 1.建水石

128陽起石

241'帥 )' 129理石

130長石

o 131石 胆

• 132白 背

o 133濡背

134膚背

Aでは 241孔公撃である.

配列は，本草経集注と新修本草に比して，

名医別録と Cでは，それぞれ3品目 14)を欠く

が，基本的には同じである.これを typeC 

とする.大観本草，政和本草と Bの聞でも，

Bで3品目 1引を欠くが，これらは基本的には

同じ配列である.これを typeBとする.A
と typeBの間では， 254五年石，255石灰が大

きく順位がかわり， 253青磁汗が 256白霊，

257冬灰と入れかわっている.

Type Cと typeBの間では，大きな順位

の逆転があって，前後がかなり入れかわって

いる.

なお， Aの241孔公撃~245鉄の 5 品目は，

他書ではすべて異なった品別になっている.

放に順位を比較しやすいよう，この 5品目は

表の中で位置を上にずらしておいた.

9) 4石鍾乳は，新修本草，大観本草，政和本草， B，Aでは上品である.
10) 241孔公墜，242殿聖堂は， Aでは下品である.
11) 243鉄精， 244鉄落， 245鉄は， Aでは下品である.
12)名医別録とCでは243鉄精と245鉄は，244鉄落の条下に記されている.
13)この2品目は， Bでは鉄精落として244鉄落の条下に記されている.
14)これらは類似の他品目に併記されている.15)， 16)参照.
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T ABLE III Change on the Arrangement of the Mineral Drugs in the Low Class 

A 名医別録 本草経集注 新修本ZZ 大観本草 政和本1;i B 

鉱物性薬品に関して，配列を typeC と

type Bにわけるとき，それに含まれる各本

草書は TABLEIVのようになる.

T ABLE IV The Type C and Type B of the 
Mineral Drugs 

上 品 1 中 品 |下
p 

ロロ

名医別録 名医別録 名医別録

Type C 
本草経集注 本草経集注 本草経集注

新修本草 (新修本草) 新修本草

C C C 

大観本草 大観本草 大観本草

Type B 
政本草和 政和本草 政和本草

B B B 

A A (A) 

2. 動物性薬品について

A，B，C各刊本と，名医別録，本草経集注，

新修本草，大観本草および政和本草における

動物性薬品について，上品，中品，下品の別に

.241孔公警

• 242殿 翠

・243鉄将

。244鉄落

・245 欽

246鉛丹

247粉錫

1日 248錫鋭鼻

249代緑石

253背浪汗

254怒石

255石灰

256白 蔓

257冬灰

配列の推移を整理すると，それぞれ， TABLE 

V， VIおよび VIIのようになる.

上品 (TABLEV)において，まず筆頭にく

るものは， Bのみが 217髪室であり，他はす

べて 110竜骨である.

配列は，名医別録，本草経集注と Cでは全

く同じである.これを typeC とする.新修

本草と typeC の間では，115石蜜，117蜜蝋，

116蜂子と， 113白謬， 114阿跨， 238丹雄難，

229雁肪とが，順位が入れかわっているが，

その他は同じ配列である.また大観本草，政

和本草と Bでは，配列の順位はかわらない.

これを typeB とする.さらにこの typeB 

とAとの間でも，品別に差異があるだけで，

配列の順位は，基本的には同じである.

新修本草と typeB の聞では，鉱物性薬品

にみられるような，順位の大きな混乱はなく

て，111爵香， 116蜂子， 119亀甲などの 4カ

所に逆転がみられるだけである.

15) 248錫鏡鼻は，名医別録， B.Cとも247粉錫の条下に記れている.

16) 250戒塩.251大塩. 252歯飯について.Bでは251 と 252は250に.C と名医別録で、は250 と 251カ~252に，そ
れぞれ併記されている.

(卯)
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TABLE V Change on the Arrangement of the Animal Drugs in the Upper Class 

A 名医別録 本草経集注 新修本草 大観本革 政和本草

。
。
。

.

.

 

F

h

u

n

，. 

n
，a

，A
 

n

4

n

，a
 

228 

229 

233 

232 

中品 (TABLEVI)において，まず筆頭にく

るものは，名医別録，本草経集注，新修本草

およびCでは 224犀角であるが，大観本草，

政和本草とBでは 218白馬茎である.一方，

Aでは 217髪髭である.

配列は，名医別録，本草経集注と Cでは，

Cに220牛角鯨20)を欠 くだけで，あとは全く

同一である.これを typeC とする.またこ

れと比べると，新修本草は数品目の出入があ

るだけで，本書も typeC の配列である.こ

れに対して，大観本草と政和本草の聞では，

231蛇魚甲，237石竜子， 240自彊蚕など 5品

目の順位に違いがある.またBと政和本草と

の間では， 338伏翼の位置が大きくかわった

だけで，他は同じ配列になっている.そこで，

B 

J冨.
同

香

115石蜜

116蜂子

117蜜蝋

118牡 城

119亀甲

120桑鯨J愉

政和本草を基本として，これらを typeBと

する.次に A と typeBの間では，218白馬

茎~224犀角は全く同ーの配列であるが， 230 

瞳甲~240 白彊蚕において，順位の 逆転がみ

られる.

Type C と typeBの間では，変動の内容

から， 218:白馬茎~224 犀角の第 1 群と， 230 

瞳甲~240 自彊蚕の第 2 群にわけることがで

きる.そして，各本草書で，第 1群は獣部に，

第 2群は虫魚部に属している.

なお， Aの217髪室，225 牛糞~229 雁肪，

232姦魚，233鯉魚胆は，他書ではすべて異な

った品別になっている.

下品 (TABLEVII)において， まず筆頭に

くるものは，名医別録，本草経集注，新修本

17) 217髪髭は，大観本草と政和本草では人部にあって，本経の品別に関する記載はない. またDにおいても，
巻52人部に本経とあるのみで，品別は記されていない.Aでは中品の筆頭に品うる.

18) 225牛糞，228丹雄難，229雁肪，232重量魚， 233鯉魚胆は，Aでは中品である.
19) 235海蛤は，名医別録，本草経集注と Cでは中品であり ，236文蛤はこの 3魯では， 235に併記されている1

20) 220牛角怨t丸 Cでは225牛糞の条に併記されている.
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TABLE VI Change on the Arrangement of the Animal Drugs in the Middle Class 

C 名医別録 本草経集注 新修本草 大観本草 政和本草 B A 

338 

343 

351 

361 

362 

363 

348 

346 

360 

草，それにCとAで:334六畜毛蹄甲である.

これに対して，大観本草，政和本草およびB

では， 266豚卵である:

配列は，名医別録，本草経集注と Cは全く

同一であ り，新修本草でも 2品目の出入があ

。3352!l

。217髪髭

218白馬茎

219鹿茸

220牛角使、

221殺羊角

222牡狗陰茎

223鈴羊角

224犀角

。225牛賞

。226豚卵

。227J!t 脂

.228丹雄難

・229雁肪

230魅甲

231舵魚甲

。232~柱

。233鯉魚、胆

234烏賊魚骨

。235海蛤

。236文蛤

237石龍子

238露峰房

239昨鯨

240自彊蚕

るだけで，順位はかわらない.これを typeC 

とする.一方，大観本草，政和本草と Bも全

く同ーの配列である.これを typeB とする.

Aと typeBの間では，かなり順位の変動が

あり ，また typeC と typeBの間でも順位

21) 335燕尿は，名医別録，本草経集注，新修本草， CおよびAでは下品である.

22) 336天鼠尿は，名医別録，本草経集注， CおよびAでは下品である.

23) 338伏翼， 341蟹，343婿皮，346鱈姶， 348燐婚， 351樗難， 361木虻， 362蜜虻，363差勝， 364水姪は， A
では下品である.

24) 119亀甲， 120桑螺蛸は，新修本草，大観本草，政和本草， BおよびAでは上品である.
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TABLE VII Change on the Arrangement of the Animal Drugs in the Low Class 

C 名医別録 本草経集注 新修本草 大観本草 政和本草 B 

:: : :~ 
。226'日 ノ334六畜毛蹄甲

・22725) /・ 335燕尿

h ¥/  ・336天鼠尿

." --337 Jq鼠

6 i;〉¥ー・
一一~~:---亡二二

に大きな差異がある.

これらの変動は， 334六畜毛蹄甲~337編鼠

の第 1群と，339蝦基~365貝子の第 2 群にわ

25) 226豚卵，227皮脂は， Aでは中品である.

340馬 万

・341 蟹

342蛇税

。343開 皮

344 t.t j翁

345妹娘

。346括蛤

347白頭託朗|

。348j聾虫普

349石蚕

350雀襲

。351樗雑

352 ~王 4苗

353虫宴姑

354虫呉 虫企

355馬陸

356 :1也 胆

357 ~ 火

358衣 魚

359鼠婦

360水姪

・361木 虻

・362蛍 虻

・363~嫌
。364底 虫

365貝子

けられる.この区分は，第 1群は獣部，第 2

群は虫魚部に属していることによると考え ら

れる.

26)ここには彼子がある.彼子は動物ではないから省略した.
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なお， Aの338伏翼， 341蟹，343蝿皮， 346 

括険， 348嫡嫡， 351樗難，361木虻~364慶虫

は，他書では異なった品別になっている.

動物性薬品に関して，配列を typeC と

type B にわけるとき，それに含まれる各本

草書は TABLEVIIIのようになる.

T ABLE VIII Type C and Type B of the 
Anirnal Drugs 

|上品 [中品 |下品

名医別録 名医別録 名医別録

Type C 
本草経集注 本草経集注 本草経集注

C 新修本草 新修本草

C C 

(新修本草) (大観本草) 大観本草

大観本草 政和本草 政和本草

Type B 政和本草 B B 

B 

A 
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Summary 

The arrangement of the drugs is di任。

rent among some issues of “Shen Nong 

Ben Cao Jing" 神農本草経 In this re-

port， mineral and animal drugs were 

investigated on the arrangement in each 

groups， ie. upper class上品， middle class 

中品 andlow class下品. 1 consulted on 

“Ming Yi Bie Lu" 名医別録，“BenCao 

Jing Ji Zhu" 本草経集注，“XinXiu Ben 

Cao"新修本草，“DaGuan Ben Cao"大観

本草，“ZhengHe Ben Cao"政和本草 and

“Ben Cao Gang Mu"本草綱目， and showed 

change on the arrangement of the drugs 

in Table I~III of minerals and Table V 

~ VII of animals. 

Botanical drugs will be reported on the 

following paper. 



一一会 務 報 tと
に1

4砂集談会 (1979年度第 1回 6月 9日， 日本大学理工学部9号館12階第 1会議室にて， 13時30分

~16時30分)

演題: (1) ドクトル ・ヘボンと岸田吟香(吉井千代田氏)

(2)薬についての観念とその変遷(石坂哲夫氏)

.日本薬学会第99年会 ・薬史学部会講演(札幌にて， 1979年 8 月 29 日， 10時36分~15時)

(1)文蛤の本草学的研究(2 )，文蛤の和名について:熊本大 ・薬 O浜田善矛IJ，日高啓子，村上

誠怒.

(2)往来物中の薬物:明治薬大 O佐藤文比古，橋本孝雄.

(3)仙台藩薬園:東北大・薬 Oヒキノヒ ロシ

(4) ツュンベリーの来日とその意義(第 3報)一ーとくに南アフリカでの生活について一一:北陸

製薬 O高橋文，東京薬大川瀬清.

(5)薬方規範について:九大病院 ・薬剤部 O金校正巳， 堀岡正義.

(6)岡山における薬学教育(1)， 第三高等中学校医学部薬学科の興亡:神戸学院大 ・薬 O小山

臆二.

(7) 日本薬局方における製剤の定義とその方法論一一散剤関連製剤に対する定義の試み:昭和大

-薬 O金庭延慶，川島寿子.

午前の部は以上の 7題の講演があり，金庭延鹿氏と佐藤文比古氏が座長をつとめた.

午後は「アイヌの医療と薬物」をテーマとする部会シンポジウムが行なわれ，石本真氏が座長

となり，次の 4題について講演された.

(1)アイヌの疾病とその治療法に関する研究:北海道衛研 O木下良裕.

(2) アイヌの病因観と治療法:小樽商大 O和田 完.

(3) アイヌの疾病に対する思考について:北海道開拓記念館 O藤村久和.

(4) 1799年の蝦夷地採薬に関する基本史料について:日本医史学会 O谷沢尚一.

.1978年度(昭和53年度)決算報告.

日本薬学会第99年会における本学会総会において吉井千代田常任幹事は会計報告を行ない，川瀬

清監事による使途に誤りのない報告を伝え，出席会員から承認された.

収入 944，435円

前年度繰越 342，386 

一般会員会費 248，∞o (157名分)

学生会員会費 4，∞o (8名分)

賛助会員会費 88，日o(9名分)

投稿料 82，400 

広告料 20，∞o (エスエス製薬Co.) 

雑誌売上げ 36，000 

寄付 120，∞o (滝戸道夫氏，紀伊国屋漢薬局)

利子 2，149 

支出 709，860円

印刷費 677， 160 (12巻 2号， 13巻 1号分)

通信費 30，7∞ 

事務費 2，α)() 
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次年繰越

・会費値上げ

雑誌印刷費の値上りのために現行予算では運営不可能となるので，下記改訂案を総会にかけて承

認された(本年度より). 

234，575 

現行会費 改訂案

円

円

円

別

問

削

1

0

 

員

員

員

会

会

会

般

生

助

一

学

賛

3，000円

1，5∞円

15，0∞円

。薬史学雑誌の英名が本号より変更になることを 7月3日の幹事会において決定した.

4・薬史学セミナーについて

昨年の幹事会以来，薬史学に若い人達が関心をもっ機会をつくるために毎年7月噴に「薬学生の

ための薬史学セミナー」を本学会主催で聞くことを検討し，本年は下記の内容で実施することに

きめ，全国薬科大学及び薬学部に通知し，業界紙にも発表した.

日時 1979年 7月26日 (木) 13時~27 日 13時

場所:内藤記念くすり博物館(岐阜県川島町)

講師と演題:

(1)宗田一(日本医史学会理事):産業革命前後の薬物の発達

(2)長沢元夫(東京理科大学教授):ルネッサンス期の見方

(3)青木允夫 (くすり博物館館長):ノレイ・パストヮール

費用:教材費，宿泊 ・食費とも3，700円

申込:葉書に氏名，住所，大学，学年次を記入し 6月16日までに日本薬史学会事務局へ申込む.

先着50名に送付される申込用紙に現金を添え正式申込をする.締切は 7月6日.

くすり博物館ではパストウール博物館提供の多数の資料による「人類の恩人 ルイ ・パストウー

ル展」が開催中であり ，講演の合聞にこれらを見学し，夜は宿舎において 「薬史学を薬学の基礎

に役立てるため」の交流座談会が聞かれ，好評裏にセミナーをとじた.参加者24名(内学生は11

名，社会人は13名).学生は東京薬科大学 (2年生1名 4年生2名)，北里大学薬学部 (4年生

1名)，武庫川女子大学薬学部(1年生4名)，名城大学薬学部 (4年生3名)で，予想より少な

かったのは計画発表が遅いためで‘あることがわかった.

編集幹事 :長沢元夫，川瀬 清

昭和54年 (1979)12月25日印刷 昭和54年12月30日発行

編集兼発行人東京都千代田区神田駿河台 1-8
滝戸道夫

日本大学理工学部薬学科内

日本薬史学会

印 刷 所東京都文京区後楽 2-21-8 サンコー印刷株式会社
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薬史学雑誌投稿規定 (即 5年 4月決定)

1. 投稿者の資格:原則として本会々員である.こと(共著者はこの限りではない).会員外の原

稿は編集委員会の承認を経て掲載することがある.

2. 原稿の種類:原稿は医薬の歴史，およびそれに関連のある領域のものとする.ただし他の雑

誌(園内国外を問わなL、)に発表したもの，または投稿中のものは掲載しない.

付) 原報:著者が新知見を得たもので和文，英文のいずれでも上い.原則として図版を含む刷

り上り 8頁以内(英文は 6頁以内)とし，刷り上り頁数は偶数であることがのぞましい.

(ロ) ノート.原報にくらべて簡単なもので，断片的あるいは未定の研究報告でもよい. 和文 ・

英文どちらでもよい.図版を含む刷り上り 2頁または 4頁とする.

付 史伝:医薬に関係した人，所， 事蹟等に関する論考，刷り上り 6頁以内とする.

(斗 総説:原則として本会から執筆を依頼するが，一般会員各位の寄稿を歓迎する.そのとき

は予め連絡していただきたい，局1lり上り 6頁以内とする.

(材 雑録.見学，紀行，内外ニ ュースなど会員各位の寄稿を歓迎する.刷り上り 2頁以内とす

る.

3. 原稿の体裁: 日本薬学会投稿論文執筆規定(フアノレマシア第4巻 1号に掲載されている)に

従うこと.和文は楢書で平がな混り横書とし，かなずかいは現代かなずかいを用い，漢字は止

むをえない場合のほかはなるべく当用漢字で書くようにつとめること，なお原報およびノ ート

には簡潔な英文要旨を著者において作成添付すること(英文の場合は和文要旨を同様に付すこ

と)• 

和文原稿は薬学会所定 400字詰原稿用紙またはこれに準じたものを用いること(原稿用紙4

枚が刷り上り 1頁にほぼ相当する).英文原稿は良質厚手の国際判 (21x 28cm)の白地タイプ

用紙を用い， 黒色で1行おきにタイプ印書すること.

" 4. 原稿の送り先:本原稿 1部，コピー 1部を i(郵便番号 101)東京都千代田区神田駿河台 1-

8. 日本大学理工学部薬学科内，日本薬史学会 滝戸道夫」宛に書留で送ること. 封筒の表に

「薬史学雑誌原稿」と朱書すること.原稿到着目を受理日付とし，到着と同時に投稿者にその

旨通知する.

5. 原稿の採否:原稿の採否は編集委員会で決定する.不採用または原稿の一部訂正を必要とす

るときはその旨通知し，編集技術上必要があるときは原稿の細部の体裁を変更することがあ

る.

6. 投稿料，JllJ刷料および図版料:投稿者はその原稿が印刷発行されてから 1カ月以内に，原

報，ノート，史伝，総説(依頼されたものを除く)は和文刷り上り 1頁につき 800円，英文刷

り上り 1頁につき 1，200円を払込むこと.

版下料，凸版料，写真製版料については別に実費を申し受ける.

著者には別刷 50部を送付する.規定以上の別刷部数を希望するときは，投稿の際にその部

数を申込むこと. 50部をこえる分については実費を徴集する.

7. 正誤訂正:著者校正を 1回行なう. 論文出版後著者が誤植を発見したときは，発行 1カ月以

内に通知されたい.

8. 発行期日 原則として毎年 6月および 12月の 2回とし，各 20日を発行日とし，受理年

月日順に掲載する.



滋養強壮生薬製剤

濃淡湖諜適応症機提起鰍

次の場合の滋養強壮:

肉体疲労・血色不良

冷え症・胃腸虚弱

食欲不振・病中病後

虚弱体質

c:v工又工又製薬株式会祉
東京都中央区日本橋浜町2-1 




